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　日ごろは当会事業へのご理解とご協力をいただき、また機関紙「JAPIA NEWS」をご愛読いただき
まして、ありがとうございます。

【機関紙「JAPIA NEWS」読者アンケートのご協力のお願い】
　JAPIAでは、コンテンツの充実を図るため読者アンケートを実施いたしております。ご多用のとこ
ろ大変恐縮ではございますが、下記QRコードもしくは弊会ホームページより本紙の内容に関するアン
ケートにご協力いただけますと幸いです。

【連載企画：「我が社のターニングポイント」取材ご協力のお願い】　
　「JAPIA NEWS 2023 ISSUE1」（2023年１月発行）より、会員企業さまの沿革や最も大きな転換期、
社風、社員教育でのユニークな取り組み、将来の事業展開などについてお伺いする連載企画をスター
トいたしました。会員企業さまにおかれましては、ぜひとも取材協力を賜りたく、何とぞよろしくお
願い申し上げます。
　取材にご協力いただけます場合には、以下の「連絡窓口」までご連絡を賜りたく、よろしくお願い
いたします。なお、多数のご連絡をいただいた際には、ご調整させていただく場合もございます。

【掲載条件】
　2025 ISSUE4（25年10月発行予定）、2026 ISSUE1 （26年１月発行予定）、 ISSUE2 （26年４月発
行予定）の発行タイミングに合わせて、取材対応いただける企業さま

【掲載内容、資料など】
　これまでの沿革や転換期、企業が成長・飛躍した際の大きな出来事などをご紹介いただき、それら
に関連する写真や資料のご提供をお願い申し上げます。

読者アンケートおよび読者アンケートおよび
「連載企画」取材協力のお願い「連載企画」取材協力のお願い

一般社団法人
日本自動車部品工業会　業務部
Eメール　gyoumu@japia.or.jp
TEL. 03-3445-4214

◆ 連絡窓口「JAPIA NEWS」読者アンケート

読者アンケート期限：2025年９月５日（金）
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自
由
貿
易
の
枠
組
み
を
前
提
と
し
た
自
動
車
部
品
産
業
に

と
っ
て
、
経
営
の
か
じ
取
り
は
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
正
し
い
情
報
を
迅
速
に
把
握
し
、
動
く
べ
き
こ
と
、

動
く
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
冷
静
に
見
極
め
、
動
く
べ
き
こ

と
に
つ
い
て
は
、
よ
り
迅
速
に
、
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、
本
年
度
、
私
ど
も
国

際
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
よ
り
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
張

り
、
通
商
、
知
的
財
産
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
い
う
部
会
活
動

を
通
じ
、
次
の
三
つ
の
こ
と
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
日
本
自
動
車
部
品
工
業
会
（
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
）

の
副
会
長
・
国
際
委
員
会
委
員
長
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
ト

ヨ
タ
紡
織
の
白
柳
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
２
０
２
４
年
の
就
任
あ
い
さ
つ
で
「
今
年
は
選
挙
の
年
、

保
護
主
義
的
な
流
れ
が
加
速
し
、
私
ど
も
自
動
車
部
品
産
業

に
と
っ
て
、
ま
す
ま
す
先
々
の
読
み
難
い
時
代
に
な
っ
て
い

く
の
で
は
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
実
際
の
混
迷
度
合
い

は
、
関
税
や
輸
出
規
制
、
地
域
紛
争
の
増
加
・
深
刻
化
な
ど
、

私
の
想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

不
確
実
な
時
代
に

〝
な
く
て
は
な
ら
な
い
〟

存
在
を
目
指
し
て

Introduction
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本
会
長
か
ら
政
府
に
お
伝
え
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
会
員
企
業
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
困
り
ご
と
を
伝
え
て

い
く
と
共
に
、
海
外
当
局
に
対
し
て
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
な
ど
を
通
じ
、
日
本
の
声
を
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。
特
定

国
依
存
か
ら
の
脱
却
に
つ
き
ま
し
て
も
、
個
社
で
は
対
応
困

難
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
課
題
に
つ
い
て
、
自
工
会
・

経
済
産
業
省
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
で
は
、
茅
本
会
長
の
も
と
、
正
副
会
長
が
毎

月
打
ち
合
わ
せ
を
実
施
し
、
各
委
員
会
・
部
会
・
支
部
が
集

ま
り
、
我
が
国
自
動
車
産
業
の
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

の
競
争
力
強
化
」
の
た
め
、
真
剣
に
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
会
員
企
業
の
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、
不
断
に

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（Plan

・D
o

・Check

・A
ction

）
サ
イ
ク
ル

を
回
す
こ
と
で
、
独
り
善
が
り
に
な
ら
な
い
活
動
を
心
掛
け

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　「
入
っ
て
良
か
っ
た
部
工
会
そ
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

部
工
会
」
と
な
る
よ
う
、
国
際
委
員
会
と
し
て
も
皆
さ
ま
の

駆
け
込
み
寺
と
し
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
会
員
企
業
の
皆
さ
ま
の
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、「
会
員
の
皆
さ
ま
に
、〝
正
確
な
情
報
〟
を
、〝
タ

イ
ム
リ
ー
に
〟
提
供
す
る
こ
と
」
で
す
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
米
国
関
税
政
策
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
政
府
や
部
工

会
（
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
の
情
報
を
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特

定
国
に
依
存
し
て
い
る
鉱
物
リ
ス
ト
も
公
開
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
自
社
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
リ
ス
ク
管
理
に
お
役

立
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、「
各
国
・
地
域
の
部
品
工
業
会
と
の
連
携
強
化
」

で
す
。
世
界
の
分
断
が
進
み
、
保
護
主
義
的
な
動
き
が
強
ま

る
今
こ
そ
、
他
国
や
地
域
と
の
連
携
強
化
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
米
国
・
カ
ナ
ダ
・
メ
キ
シ
コ
や
欧
州
の
部
工
会
と
は
、

当
局
情
報
の
収
集
や
規
制
対
応
で
協
働
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、昨
年
の
イ
ン
ド
に
続
き
、ブ
ラ
ジ
ル
部
工
会
か
ら
も
「
日

系
中
小
企
業
の
誘
致
を
最
優
先
で
検
討
し
て
い
る
」
と
の
声

を
頂
い
て
い
ま
す
。
タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
交
流
に
も

取
り
組
み
、
守
り
と
攻
め
の
両
面
で
世
界
と
の
結
び
付
き
を

強
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
三
つ
目
が
、「
業
界
課
題
を
日
本
自
動
車
工
業
会
・

日
本
政
府
と
共
有
し
、よ
り
良
い
方
向
に
進
め
て
い
く
こ
と
」

で
す
。
米
国
関
税
政
策
に
対
す
る
業
界
の
懸
念
は
、
既
に
茅

一般社団法人 日本自動車部品工業会

副会長・国際委員会委員長 白柳 正義
（トヨタ紡織 代表取締役社長）
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JAPIA通常総会レポート

総会は経団連会館で開催された

　
茅
本
会
長
か
ら
は
次
の
よ
う
な
抱

負
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
本
年
度
も
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
強
靭
化
と
全
体
の
競
争
力
強
化
を

引
き
続
き
推
進
す
る
。
特
に
、
会
員

の
約
８
割
を
占
め
る
中
堅
・
中
小
企

業
の
課
題
解
決
に
力
を
入
れ
る
。
電

動
化
の
進
展
や
環
境
規
制
の
強
化
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
複
雑
化
に
よ

り
、
自
動
車
産
業
は
従
来
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
で
は
対
応
が
難
し
く
な
っ

２
年
目
と
な
る

茅
本
会
長
体
制
の
も
と

て
い
る
。
ま
た
、
地
政
学
リ
ス
ク
や

経
済
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
レ
ア

メ
タ
ル
や
半
導
体
な
ど
の
供
給
確
保

も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
で
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
八
つ
の
重
点
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
活
動
を
進
め
て
い
る
。
価
格
転

嫁
に
つ
い
て
は
一
定
の
成
果
を
上
げ

て
お
り
、
政
府
か
ら
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
が
、
労
務
費
転
嫁
や
型
管

理
の
徹
底
に
は
課
題
が
残
っ
て
い
る
。

　
今
年
に
入
り
、
複
数
の
部
品
メ
ー

カ
ー
が
下
請
法
違
反
で
勧
告
を
受
け

て
お
り
、
型
保
管
費
の
支
払
い
に
関

す
る
緊
急
点
検
を
全
会
員
企
業
に
依

頼
し
た
。
今
後
も
適
正
な
労
務
費
転

嫁
と
型
管
理
を
徹
底
し
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
へ
の
浸
透
を
強
め
て

い
く
。
ま
た
、
日
本
自
動
車
工
業
会

と
の
正
副
会
長
懇
談
会
を
継
続
開
催

し
、
実
務
レ
ベ
ル
か
ら
ト
ッ
プ
層
ま

で
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

　
米
国
の
本
邦
に
対
す
る
追
加
関
税

に
対
し
て
は
政
府
に
粘
り
強
い
交
渉

を
求
め
、
中
小
企
業
支
援
や
国
内
生

産
維
持
策
の
実
施
も
要
望
し
て
い
る
。

　
今
後
も
「
な
く
て
は
な
ら
な
い
部

工
会
」
と
し
て
の
存
在
感
を
高
め
、

会
員
の
支
援
と
協
力
を
得
な
が
ら
活

動
を
展
開
し
て
い
く
、
と
強
い
決
意

が
述
べ
ら
れ
た
。

　
総
会
で
は
、
齋
藤
副
会
長
（
総
務

委
員
長
）、
白
柳
副
会
長
（
国
際
委

員
長
）、
二
之
夕
副
会
長
（
総
合
技

術
委
員
長
）、
石
川
副
会
長
（
中
小

企
業
施
策
委
員
長
）、
美
野
副
会
長

（
東
日
本
支
部
長
）、相
羽
副
会
長（
中

日
本
支
部
長
）、
眞
田
副
会
長
（
西

副
会
長
、
部
会
長
か
ら

活
動
方
針
を
説
明

茅本会長
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令和7年度
通常総会を
開催

総会は経団連会館で開催された

JAPIAは５月22日、経団連会館（東京都千代田区）
において、令和７（2025）年度通常総会を開催し、
令和６年度事業報告・決算および令和７年度事業計
画・予算が審議され、承認された。また、理事として、
西村直史氏（ボッシュ取締役副社長）、日野貞実氏（ミ
ツバ代表取締役社長）、石川雅洋氏（ソミック石川
取締役会長）、羽藤秀雄氏（住友電気工業代表取締
役副社長）、杉山郁男氏（ダイキョーニシカワ代表
取締役社長）が補充選任された。事業計画では、「取
引適正化」「物流強

きょう

靭
じん

化」「外国人技能実習制度見直
しへの対応」「レジリエンス」「デジタル（データ流
通基盤）」「サーキュラエコノミー TF（CE）」「オー
プンイノベーション（OI）研究会」「カーボンニュー
トラル（CN）」の八つを重点テーマに掲げ、活動を
推進していくことが述べられた。

会員企業代表らが一堂に会し、報告や講演を聴講した

※出席・登壇者などの所属・役職は2025年５月22日時点
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ぜ
ひ
積
極
的
に
活
用
い
た
だ
き
た

い
」
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
総
会
後
に
は
、
経
済
産
業
省
の
飯

田
経
済
産
業
事
務
次
官
よ
り
「
日
本

経
済
の
こ
れ
か
ら
～
『
経
済
産
業
政

策
の
新
機
軸
』
の
推
進
～
」
と
題
し
、

ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
講
演
で
は
、

日
本
経
済
の
現
状
と
今
後
の
成
長
戦

略
に
つ
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

と
国
内
政
策
の
両
面
か
ら
解
説
さ
れ

た
。「
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
日
本
の

経
済
成
長
は
鈍
化
し
、
企
業
の
コ
ス

ト
カ
ッ
ト
志
向
が
強
ま
り
、
国
内
投

資
や
賃
金
上
昇
が

停
滞
し
た
こ
と
が

課
題
」
と
述
べ
ら

れ
た
。

　
現
在
、
世
界
各

国
は
戦
略
的
な
産

業
政
策
に
シ
フ
ト

し
て
お
り
、
米
中

を
中
心
に
国
家
主

導
の
支
援
が
強
化

さ
れ
て
い
る
。
こ

総
会
後
、
経
産
省
の

飯
田
事
務
次
官
に
よ
る

講
演
開
催

日
本
支
部
長
）、
横
尾
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
部
会
長
か
ら
活
動
方

針
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
総
会
後
の
活
動
報
告
で
は
、
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ａ
の
主
要
委
員
会
な
ど
の
活
動

報
告
と
事
業
計
画
な
ど
を
事
務
局
が

報
告
し
た
。
そ
の
中
で
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ａ
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
へ
有
用
な

講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
支
援

ツ
ー
ル
な
ど
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

副会長、部会長より今年度の活動方針などを説明

う
し
た
状
況
に
日
本
も
対
応
し
、
産

業
構
造
の
転
換
と
国
内
投
資
の
促
進

が
急
務
で
あ
る
と
指
摘
。
経
産
省
は

Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
移
行
債
や
成
長
志
向

型
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
構
想
な

ど
の
政
策
を
導
入
し
、
２
０
４
０
年

に
向
け
た
経
済
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出

し
て
い
る
と
説
明
さ
れ
た
。

　
講
演
の
最
後
に
は
、
自
動
車
産
業

を
含
む
日
本
の
基
幹
産
業
に
期
待
を

寄
せ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
技
術
革
新
に

対
応
す
る
た
め
の
先
手
の
投
資
と
構

造
改
革
を
訴
え
た
。
政
府
と
し
て
も
、

企
業
と
連
携
し
つ
つ
、
持
続
可
能
で

豊
か
な
日
本
社
会
の
実
現
を
目
指
す

姿
勢
が
示
さ
れ
た
。

総会後、経産省飯田事務次官が講演
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エス・オー・シー株式会社
ロジスティクスセンター  センター長

　1982（昭和57）年より毎年、当工業会の中小企業会員の優良従業員に対する
表彰式が行われています。令和７年度の表彰者は次の各氏に決定し、各支部そ
れぞれの支部年次会において表彰されました。受賞者は勤続15年以上、年齢は
35歳以上の方々です。

※推薦理由は各社からご提出いただきました推薦書に基づき掲載しています。

　
従
来
は
各
営
業
所
で
行
っ
て
い

た
物
流
業
務
を
重
要
な
業
務
と
位

置
付
け
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン

タ
ー
を
新
設
。そ
の
初
代
セ
ン
タ
ー

長
と
し
て
物
流
改
革
の
先
頭
に
立

ち
、
顧
客
満
足
を
達
成
す
る
た
め

に
、
効
率
改
善
や
無
駄
の
排
除
を

実
行
し
て
い
る
。

宇
野
　誠
吾

う
の

　せ
い
ご

東
日
本
支
部

渡
部

　健
二
朗

　
特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
資
格

を
生
か
し
、
当
社
の
人
事
・
賃
金

制
度
の
構
築
・
運
用
・
更
新
に
長

年
尽
力
し
て
き
た
。
昨
今
で
は
人

材
採
用
難
の
状
況
下
で
外
部
識
者

を
交
え
て
求
人
方
法
の
見
直
し
を

実
現
。
現
在
、
人
事
・
労
務
関
連

業
務
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
属

人
化
防
止
、
省
力
化
、
業
務
効
率

向
上
に
向
け
た
改
善
活
動
を
鋭
意

推
進
し
て
い
る
。

わ
た
な
べ

　け
ん
じ
ろ
う

江崎工業株式会社
管理本部  次長

東
日
本
支
部

鈴
木
　利
信

　
生
産
技
術
部
に
所
属
し
、
設
備

の
導
入
・
改
造
・
保
全
・
修
繕
な

ど
を
担
当
し
、
係
長
と
し
て
、
部
下
、

作
業
員
へ
の
指
導
も
精
力
的
に

行
っ
て
い
る
。
設
備
の
導
入
・
改

造
時
に
は
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
生
産
量
の
増
加
、
品
質

安
定
お
よ
び
経
費
削
減
に
多
大
な

貢
献
を
し
て
い
る
。
新
工
場
建
設

時
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

を
束
ね
、
関
係
者
と
の
調
整
・
折

衝
な
ど
を
担
当
す
る
予
定
で
あ
る
。

す
ず
き

　と
し
の
ぶ

エイケン工業株式会社
生産技術部  係長

東
日
本
支
部

令和 7年度

中小企業会員会社
優良従業員表彰

釣
谷

　直
彦

　
生
産
性
の
向
上
や
在
庫
低
減
に

貢
献
し
、
ま
た
、
自
ら
の
技
能
・

知
識
を
生
か
し
て
後
進
の
指
導
教

育
を
積
極
的
に
行
い
、
企
業
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
は
従
業

員
の
模
範
で
あ
る
。

つ
り
た
に

　な
お
ひ
こ

埼玉機器株式会社
生産管理部  課長

東
日
本
支
部
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飯
村

　利
実

　
製
造
部
門
の
課
長
と
し
て
、
工

程
改
善
や
生
産
向
上
に
大
き
く
貢

献
し
、
納
期
を
守
り
、
安
定
生
産

に
尽
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
常
に

向
上
心
を
持
ち
、
業
務
に
対
す
る

姿
勢
も
真し

ん

摯し

で
、部
下
へ
の
サ
ポ
ー

ト
や
指
導
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
日
々
の
業
務
に
お
い

て
も
柔
軟
で
迅
速
な
対
応
力
を
持

ち
、
困
難
な
状
況
で
も
冷
静
に
対

応
し
、
周
囲
の
信
頼
を
集
め
る
存

在
で
あ
る
。 い

い
む
ら

　と
し
み

三和ニードル・ベアリング株式会社
生産本部  製造部・課長

東
日
本
支
部

高
橋

　拓
也

　
開
発
部
門
に
所
属
し
、
空
圧
製

品
の
エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
、
油

圧
製
品
の
モ
ー
タ
ー
や
バ
ル
ブ
、

テ
ィ
ル
ト
ポ
ン
プ
、
新
技
術
取
得

や
新
商
品
開
発
に
従
事
し
、
オ
ー

ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー
と
し
て
長
年
売
り

上
げ
に
貢
献
し
た
こ
と
は
特
筆
す

べ
き
も
の
が
あ
る
。

た
か
は
し

　た
く
や

三輪精機株式会社
設計開発部  商品・先行開発課

東
日
本
支
部

江
橋

　太

　
技
術
課
の
仕
事
以
外
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
事
務
局
員
を
務
め
、

難
易
度
が
高
い
公
害
防
止
管
理
者

（
水
質
２
種
）
を
取
得
す
る
な
ど
環

境
へ
の
貢
献
度
が
高
い
。
設
備
管

理
、
図
面
や
仕
様
書
な
ど
の
品
質

文
書
の
管
理
な
ど
も
適
切
に
行
い
、

模
範
的
で
功
績
は
顕
著
。

え
ば
し

　ふ
と
し

東洋エレメント工業株式会社
栃木製造部  製造技術課・チーフ

東
日
本
支
部

多
川

　亮

　
入
社
以
来
、
業
務
に
真
面
目
に

取
り
組
み
、
ラ
イ
ン
長
、
製
造
課

長
と
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
き
た
。

特
筆
す
べ
き
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

子
会
社
へ
駐
在
し
、
現
地
従
業
員

指
導
や
管
理
、
そ
の
ほ
か
多
岐
に

わ
た
っ
て
業
務
を
行
い
、
現
在
も

子
会
社
の
要
と
な
っ
て
い
る
。

た
が
わ

　り
ょ
う

株式会社松井製作所
第２事業部  URW-EU  課長

東
日
本
支
部

桝
井

　充

　
入
社
後
、
現
事
業
所
に
て
現
場

切
断
作
業
・
物
流
作
業
お
よ
び
営

業
事
務
に
従
事
。
そ
の
後
、
倉
庫
・

鋼
材
営
業
も
担
当
す
る
。
お
客
さ

ま
と
は
朗
ら
か
か
つ
礼
儀
誠
実
を

も
っ
て
接
し
、
現
業
で
の
経
験
を

生
か
し
た
営
業
活
動
が
で
き
る
貴

重
な
人
材
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

ま
す
い

　み
つ
る

中川特殊鋼株式会社
札幌流通センター  シニアスタッフ

東
日
本
支
部

牧
野

　継
聖

　
生
産
技
術
部
門
に
お
い
て
、
設

備
設
計
・
製
作
業
務
で
多
く
の
実

績
を
積
む
。
現
在
は
、
開
発
部
門

の
長
と
し
て
能
力
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
、
次
世
代
技
術
の
育
成
に
貢

献
し
て
い
る
。
加
え
て
周
囲
か
ら

の
信
頼
も
厚
く
、
従
業
員
の
模
範

で
あ
る
。 ま

き
の

　つ
ぐ
ま
さ

株式会社東海理機
要素部品技術部  生産技術開発課  課長

中
日
本
支
部

瀧
之
上

　良
直

　
入
社
以
来
25
年
間
、
設
計
品
質

課
お
よ
び
品
質
保
証
課
に
従
事
し
、

技
術
開
発
や
品
質
向
上
に
尽
力
し

て
き
た
。
レ
ー
ザ
ー
熱
処
理
技
術

の
開
発
な
ど
、
弊
社
の
技
術
力
を

向
上
さ
せ
、
良
品
廉
価
の
モ
ノ
づ

く
り
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

た
き
の
う
え

　よ
し
な
お

大橋鉄工株式会社
品質保証部  主査

中
日
本
支
部
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河
村
　雅
之

　
１
９
９
２
年
に
入
社
し
、
製

造
部
課
長
と
し
て
勤
務
し
て
い

る
。
勤
勉
で
向
上
心
も
高
く
、
部

下
・
他
部
署
へ
の
き
め
細
か
い
フ
ォ

ロ
ー
が
で
き
る
優
秀
な
社
員
で
あ

る
。
海
外
拠
点
の
勤
務
経
験
も
あ

り
、
豊
富
な
経
験
と
知
識
を
持
つ
、

将
来
有
望
な
人
材
で
あ
る
。

か
わ
む
ら

　ま
さ
ゆ
き

株式会社東海理機
各務原製造部  製造２課  課長

中
日
本
支
部

竹
中
　進
悟

　
入
社
以
来
、
総
務
・
生
産
管
理

を
経
て
、
現
在
は
製
造
部
門
で
製

品
の
出
入
庫
管
理
に
携
わ
っ
て
い

る
。
再
雇
用
後
も
そ
の
豊
富
な
知

識
を
生
か
し
、
職
場
の
円
滑
な
運

営
に
貢
献
し
て
い
る
。
当
社
の
発

展
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。

た
け
な
か

　し
ん
ご

三井屋工業株式会社
本社製造部  本社製造２G  担当

中
日
本
支
部

山
野
口

　広
志

　
技
術
グ
ル
ー
プ
・
機
械
セ
ク
シ
ョ

ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
生
産
設
備
の

自
動
化
、
生
産
性
、
安
全
、
品
質

向
上
な
ど
生
産
増
強
に
寄
与
す
る

と
共
に
、
部
下
よ
り
指
導
力
、
技

能
を
高
く
評
価
さ
れ
、
模
範
と
な
っ

て
い
る
。 や

ま
の
く
ち

　ひ
ろ
し

福寿工業株式会社
技術グループ・機械セクションリーダー

中
日
本
支
部

松
本

　崇

　
入
社
後
、
営
業
部
に
配
属
さ
れ
、

今
に
至
る
ま
で
営
業
業
務
を
担
当
。

２
０
１
３
年
か
ら
は
米
国
に
、
21

年
か
ら
は
取
引
先
に
出
向
を
経
験
。

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
み
、
貴
重

な
営
業
人
材
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
。

ま
つ
も
と

　た
か
し

株式会社メイドー
営業本部  課長代理

中
日
本
支
部

三
十
日
　雅
貴

　
入
社
以
来
、
長
き
に
わ
た
り
プ

レ
ス
、
溶
接
組
立
の
製
造
部
門
に

お
い
て
、
製
造
ラ
イ
ン
の
改
善
、

後
輩
社
員
の
育
成
な
ど
、
柔
軟
か

つ
誠
意
を
も
っ
て
業
務
に
尽
力
し

て
き
た
。
近
年
で
は
生
産
管
理
部

門
の
課
長
も
歴
任
し
、
製
造
の
経

験
と
知
識
を
生
か
し
な
が
ら
、
前

工
程
で
あ
る
生
産
計
画
か
ら
後
工

程
の
物
流
ま
で
、
物
の
流
れ
を
意

識
し
た
改
善
に
取
り
組
み
、
成
果

を
挙
げ
て
い
る
。

み
と
お
か

　ま
さ
き

株式会社一井
岡山工場  工務課  課長

西
日
本
支
部

清
水

　郁
二

　
勤
続
38
年
、
鍛
造
工
場
で
の
生

産
に
お
い
て
永
年
の
間
、
そ
の
中

核
と
し
て
業
務
に
励
み
、
熟
練
し

た
技
術
力
と
セ
ン
ス
を
生
か
し
、

現
在
は
熱
間
鍛
造
で
の
生
産
と
保

全
設
備
の
両
面
で
活
躍
し
、
社
業

の
発
展
に
資
す
る
業
績
は
顕
著
で

あ
る
。

し
み
ず

　い
く
じ

一志株式会社
製造部　整備 G 主査

西
日
本
支
部

浅
野
　啓
太

　
入
社
後
、
ケ
ー
ブ
ル
部
技
術
部

門
に
て
モ
ノ
づ
く
り
に
携
わ
り
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
工
場
の
立
ち
上
げ
、

工
場
運
営
の
基
盤
作
り
に
貢
献
し

た
。
現
在
は
ケ
ー
ブ
ル
部
門
に
て
、

売
り
上
げ
基
盤
の
拡
大
へ
新
技
術

の
提
案
や
生
産
革
新
と
、
国
内
・

海
外
問
わ
ず
活
動
し
て
い
る
。

あ
さ
の

　け
い
た

やまと興業株式会社
ケーブル部  次長

中
日
本
支
部
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吉
本

　光
徳

　
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
を
取
り
付
け
る

た
め
の
ス
テ
ー
部
門
に
携
わ
り
、

購
買
、
生
産
計
画
、
改
善
と
多
岐

に
わ
た
る
職
務
に
従
事
し
て
い
る
。

次
世
代
を
担
う
新
人
教
育
に
も
取

り
組
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
、
滞
り
な
く
業
務
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

よ
し
も
と

　み
つ
の
り

大東プレス工業株式会社
製造課  第二係長

西
日
本
支
部

丸
山

　健
治

　
技
術
と
人
徳
を
兼
ね
備
え
た
達

人
で
あ
る
。
改
善
組
織
の
中
核
で

実
力
を
発
揮
。
か
ら
く
り
改
善
装

置
を
製
作
、
導
入
し
た
結
果
、
手

作
業
の
工
程
を
43
％
削
減
す
る
こ

と
に
成
功
。「
文
部
科
学
大
臣
賞
」

を
受
賞
し
、
企
業
主
催
の
「
か
ら

く
り
改
善
コ
ン
ペ
」
で
も
上
位
入

賞
な
ど
活
躍
は
著
し
く
、
社
業
振

興
に
貢
献
し
て
い
る
。

ま
る
や
ま

　け
ん
じ

丸五ゴム工業株式会社
倉敷工場  企画管理課  主任

西
日
本
支
部

安
藤

　め
ぐ
み

　
点
在
し
て
い
た
部
品
の
集
約
と
、

物
流
導
線
を
整
流
化
し
て
モ
ノ
と

情
報
の
流
れ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
４
人
の
省
人
化

に
加
え
、
正
確
な
物
流
管
理
、
効

率
的
で
負
担
の
少
な
い
作
業
環
境

を
実
現
し
た
。

あ
ん
ど
う

　め
ぐ
み

株式会社ワイテック
海田工場  管理グループ  主任

西
日
本
支
部

藤
原

　幸
彦

　
入
社
以
来
、
営
業
部
に
お
い
て

販
売
部
隊
の
先
頭
に
立
ち
活
躍
し
、

会
社
組
織
の
要
と
し
て
尽
力
し
て

き
た
。
新
規
開
拓
を
は
じ
め
、
医

療
関
係
や
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を
中

心
に
、
お
客
さ
ま
に
喜
ば
れ
る
営

業
活
動
を
実
施
し
、
当
社
へ
の
功

績
も
大
で
あ
る
。

ふ
じ
は
ら

　ゆ
き
ひ
こ

日本フレックス工業株式会社
営業部  次長

西
日
本
支
部

吉
岡

　隆
年

　
入
社
以
来
、
長
年
に
わ
た
り
自

動
車
内
装
部
品
の
オ
レ
フ
ィ
ン

シ
ー
ト
生
産
成
形
ラ
イ
ン
作
業
に

従
事
し
、
生
産
性
・
品
質
向
上
な

ど
に
大
き
な
成
果
を
修
め
、
企
業

の
発
展
に
貢
献
し
た
。
ま
た
、
豊

富
な
経
験
と
誠
実
な
人
柄
で
後
進

の
指
導
育
成
に
当
た
る
な
ど
、
上

司
・
同
僚
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、

模
範
と
な
っ
て
い
る
。

よ
し
お
か

　た
か
と
し

三乗工業株式会社
生産部  久代工場製造課製造係  シート班

西
日
本
支
部

大
智

　聖
士

　
当
社
の
営
業
部
門
の
管
理
職
と

し
て
主
要
な
お
客
さ
ま
と
の
窓
口

業
務
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
配
下

に
対
し
実
践
型
の
指
導
を
進
め
る

姿
勢
は
部
下
の
成
長
に
つ
な
が
っ

て
お
り
、
社
内
関
係
部
門
か
ら
の

信
頼
も
厚
い
。

お
お
ち

　せ
い
じ

新興工業株式会社
営業部営業課  課長

西
日
本
支
部

杉
岡

　克
尚

　
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、

運
用
の
中
心
的
人
材
と
し
て
従
事

し
、
受
注
か
ら
納
入
ま
で
の
生
産

や
在
庫
、
部
品
デ
ー
タ
を
活
用
し

て
、
他
社
に
は
ま
ね
で
き
な
い
事

務
作
業
の
効
率
化
と
生
産
性
向
上

に
大
き
く
貢
献
し
た
実
績
を
称
賛

す
る
。

す
ぎ
お
か

　か
つ
ひ
さ

シグマ株式会社
企画管理部  情報管理課

西
日
本
支
部
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Ｑ
　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
で
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す

木
村
　
弊
社
の
２
０
２
４
年
度
の
実
績
を
10

年
前
と
比
較
す
る
と
、
売
上
高
を
11
億
円
、

赤
字
体
質
だ
っ
た
同
社
を
Ｄ
Ｘ
の

推
進
な
ど
で
状
況
を
カ
イ
ゼ
ン

旭
鉄
工
は
、
１
９
４
１
年
創
業
の
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
Ｔ
ｉｅｒ
１
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
だ
。
愛
知

県
の
碧
南
市
と
西
尾
市
に
拠
点
を
構
え
、今
日
ま
で
自
動
車
部
品
を
供
給
し
続
け
て
い
る
。

近
年
、
同
社
は
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
を
推
進
し
、
成
果
を

上
げ
た
こ
と
で
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。
今
で
こ
そ
収
益
を
伸
ば
し
て
い
る
同
社
も
、
か

つ
て
は
万
年
赤
字
の
状
態
が
続
い
て
い
た
。
体
質
改
善
の
か
じ
取
り
を
担
っ
た
木
村
哲
也

社
長
は
「
わ
れ
わ
れ
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
日
本
の
ほ
か
の
企
業
で
も
で
き
る
」
と

指
摘
。
独
自
の
Ｉ
ｏ
Ｔ（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
ツ
ー
ル
「
ｉ
Ｘａｃｓ
（
ア
イ
ザ
ッ
ク

ス
）」
に
よ
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
転
機
に
つ
い
て
木
村
社

長
に
聞
い
た
。

利
益
を
９
億
円
伸
ば
し
ま
し
た
。
か
つ
、
基

準
内
賃
金
に
つ
い
て
も
17
％
上
げ
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
私
が
入
社
す
る
以
前
も
、

旭
鉄
工
で
は
〝
カ
イ
ゼ
ン
〟
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
経
営
環
境
と
し
て
は
赤
字
体
質
で

厳
し
い
状
況
で
し
た
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
た

創 立　1941年８月
資本金　2,700万円
従業員　�432人（2023年4月末時点）
本 社　�愛知県碧南市中山町7-26

経営者自らが自分ごととして考え、
率先することが重要。そうすれば社員も
共に考え、カイゼンが進んでいく

木村 哲也
（きむら�てつや）

旭鉄工代表取締役社長。1992年３月
東京大学（修士）卒業、同年４月トヨタ
自動車入社、2013年４月旭鉄工取締
役、同年12月副社長、16年３月社長
就任。1967年３月生まれ、58歳。兵
庫県出身

我が社の
ターニング
ポイント
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部
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
よ
う
と
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
ト
ヨ
タ
と
同
じ
よ
う
に
は

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
手
に
余
裕
が
な
く
、

社
員
一
人
ひ
と
り
の
改
善
ス
キ
ル
も
高
く
な

か
っ
た
の
で
す
。
業
務
の
フ
ロ
ー
や
や
り
方

を
見
直
そ
う
と
し
て
も
「
忙
し
い
か
ら
で
き

な
い
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
状
況
で
し
た
。

Ｑ
　
そ
ん
な
中
、
経
営
改
善
に
向
け
た
ア
イ

デ
ア
と
し
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
目
を
付
け
ら
れ
ま
し

た木
村
　「
忙
し
く
て
も
デ
ー
タ
を
収
集
で
き

こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
大
き
く
収
益
性
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｑ
　
13
年
４
月
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
か
ら
取
締

役
と
し
て
旭
鉄
工
に
入
社
し
ま
し
た
。
た
だ
、

そ
の
頃
は
古
い
習
慣
が
色
濃
く
残
っ
て
い
た

そ
う
で
す
ね

木
村
　
最
初
は
「
な
ん
だ
こ
れ
」
と
い
う
よ

う
な
状
況
で
し
た
。
仕
事
の
や
り
方
も
古

か
っ
た
で
す
。
例
え
ば
経
理
の
業
務
を
見
れ

ば
、
オ
フ
ィ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
画
面
を

見
て
数
値
を
紙
に
記
入
し
、
電
卓
で
計
算
し

た
上
で
改
め
て
入
力
し
て
い
る
。
銀
行
の
入

出
金
の
記
録
も
ノ
ー
ト
に
手
書
き
し
て
い
ま

し
た
。
な
ぜ
そ
ん
な
や
り
方
を
し
て
い
る
の

か
、
理
由
を
聞
い
て
み
る
と
「
昔
か
ら
こ
う

だ
っ
た
か
ら
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
当
時
、

社
員
の
中
に
〝
何
か
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
〟
と
い
う
意
識
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｑ
　
入
社
後
、
経
営
改
善
に
取
り
組
み
は
じ

め
ま
し
た

木
村
　
当
時
は
経
営
の
経
験
も
な
か
っ
た
た

め
、
社
員
の
様
子
を
見
な
が
ら
で
し
た
。
そ

の
中
で
も
業
績
の
改
善
に
向
け
て
、
ま
ず
は

ト
ヨ
タ
時
代
の
最
後
の
３
年
間
、
生
産
調
査

る
よ
う
に
し
た
ら
良
い
」
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
自
社
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
開
発
し
、

こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
自
動
で
生
産
数

や
機
械
の
停
止
時
間
な
ど
を
把
握
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。

Ｑ　
改
善
は
最
初
か
ら
う
ま
く
い
っ
た
の
で

し
ょ
う
か

木
村
　
い
き
な
り
う
ま
く
は
い
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
と
り
あ
え
ず
取
り
組
ん
で
み
て
、
試

行
錯
誤
す
る
う
ち
に
分
か
っ
て
き
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
改
善
活
動
を
始
め

て
も
社
員
は
「
と
り
あ
え
ず
言
わ
れ
た
け
れ

ど
、
い
ず
れ
考
え
れ
ば
良
い
か
な
」
と
い
っ

た
様
子
で
し
た
。

Ｑ
　
そ
れ
で
も
15
年
春
か
ら
本
格
的
に
Ｉ
ｏ

Ｔ
を
活
用
し
た
改
善
が
始
ま
り
ま
す

木
村
　
き
っ
か
け
は
、
工
場
の
あ
る
ラ
イ
ン

の
生
産
能
力
を
、
15
年
７
月
ま
で
に
向
上
さ

せ
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
で
し
た
。
も
し
実

現
で
き
な
い
場
合
は
追
加
の
設
備
投
資
が
必

要
で
あ
り
、
そ
れ
は
何
と
か
避
け
た
か
っ
た

の
で
す
。
た
だ
、
当
初
は
思
う
よ
う
に
進
み

ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｑ
　
ラ
イ
ン
の
生
産
性
改
善
に
向
け
て
、
ど

経営者自らが自分ごととして考え、
率先することが重要。そうすれば社員も
共に考え、カイゼンが進んでいく

社長（右）自らが社員とともに改善に努力してきた
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す
る
こ
と
で
す
。
数
値
を
見
え
る
よ
う
に
す

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、

３
年
前
か
ら
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向

け
て
、
生
産
ラ
イ
ン
の
電
気
消
費
量
を
可
視

化
し
ま
し
た
。
当
初
は
各
時
間
帯
の
使
用
状

況
し
か
分
か
ら
ず
、
無
駄
な
消
費
が
ど
れ
だ

け
あ
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、
約
半
年
を
か
け
、
設
備
停
止
や
休
憩
時
、

夜
間
の
無
駄
な
電
力
を
自
動
で
見
え
る
化
す

る
技
術
を
開
発
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
機

械
を
稼
働
し
な
い
時
は
電
源
を
オ
フ
に
す
る

意
識
を
定
着
さ
せ
ま
し
た
。
問
題
点
を
明
ら

か
に
し
て
対
策
し
た
こ
と
で
、
２
カ
月
間
で

電
気
使
用
量
を
６
割
削
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
二
つ
の

〝
楽
〟
が
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
一

つ
は
改
善
効
果
を
自
動
で
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
る
点
で
す
。
改
善
活
動
後
に
改
め
て
計

測
す
る
必
要
が
な
い
た
め
、
楽
に
効
果
を
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分

の
改
善
活
動
の
効
果
が
分
か
る
こ
と
で
楽
し

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の

サ
イ
ク
ル
ス
ピ
ー
ド
を
速
め
、
よ
り
結
果
を

出
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
最
近
は
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
活
用
も

進
め
て
い
ま
す

木
村
　
わ
れ
わ
れ
は
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
基

に
、
戦
略
や
行
動
を
決
定
す
る
デ
ー
タ
ド
リ

ブ
ン
経
営
を
重
視
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

進
化
さ
せ
る
こ
と
に
Ａ
Ｉ
は
役
立
ち
ま
す
。

木
村
社
長
の
Ａ
Ｉ
を
開
発
し
て

会
議
時
間
の
短
縮
に
つ
な
げ
る

の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
で
し
ょ
う
か

木
村
　
５
月
の
連
休
明
け
か
ら
、
私
が
毎
日

現
場
に
通
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
当
時
、
副

社
長
に
昇
格
し
て
い
ま
し
た
が
、
社
員
と
共

に
「
ノ
ズ
ル
の
向
き
を
こ
の
角
度
に
変
え
た

ら
効
果
的
じ
ゃ
な
い
か
」
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
の
で
す
。す
る
と「
副

社
長
が
こ
れ
だ
け
考
え
て
い
る
な
ら
、
自
分

た
ち
も
や
ら
な
け
れ
ば
」
と
い
う
雰
囲
気
が

現
場
の
社
員
の
間
に
広
が
り
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
、
追
加
投
資
の
必
要
も
な
く
な
り
ま

し
た
。

Ｑ
　
自
ら
現
場
で
考
え
た
こ
と
が
、
社
員
の

意
識
付
け
に
も
つ
な
が
っ
た
の
で
す
ね

木
村
　
自
分
ご
と
と
し
て
私
が
考
え
、
率
先

す
る
こ
と
が
重
要
で
し
た
。
ま
ず
私
が
ア
イ

デ
ア
を
出
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
問
い
か
け
れ

ば
社
員
も
考
え
て
く
れ
ま
し
た
。〝
ゼ
ロ
〟

か
ら
〝
一
〟
を
つ
く
る
の
は
難
し
く
て
も
、

ベ
ー
ス
と
な
る
一
が
あ
れ
ば
、
十
に
し
て
く

れ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

Ｑ
　改
善
活
動
に
つ
い
て
、
意
識
し
て
い
る

ポ
イ
ン
ト
は
あ
り
ま
す
か

木
村
　
Ｉ
ｏ
Ｔ
で
問
題
を
可
視
化
し
、
解
決

われわれのIoTと部品メーカーのノウハウを
活用することで収益を上げ、
自動車メーカー側も原価低減を実現したい

我が社のターニングポイント
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例
え
ば
、
弊
社
に
は
先
述
の
電
気
の
消
費
量

な
ど
の
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
経
営

者
の
考
え
方
と
現
場
の
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
成
果

を
出
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
わ
れ
わ

れ
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
〝
改
善
の
知
能

化
〟
と
呼
ん
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
す
で

に
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
が
巡
回
し
て

改
善
す
べ
き
点
を
見
つ
け
、
言
語
化
し
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ
　
木
村
社
長
の
Ａ
Ｉ
も
あ
る
そ
う
で
す
ね

木
村
　
私
が
書
い
た
書
籍
の
内
容
や
デ
ー
タ

を
「
Ａ
Ｉ
キ
ム
テ
ツ
」
に
読
み
込
ま
せ
て
い

ま
す
。
講
演
の
依
頼
が
届
い
た
際
な
ど
に
、

内
容
や
タ
イ
ト
ル
な
ど
を
考
え
、
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
く
れ
ま
す
。
社
員
の
目
線
で
は
、
会

議
の
資
料
を
作
成
す
る
際
に
Ａ
Ｉ
キ
ム
テ
ツ

に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
事
前

に
私
の
考
え
に
沿
っ
て
修
正
す
る
こ
と
で
、

会
議
の
時
間
を
削
減
で
き
ま
す
。
今
は
各
部

門
の
ト
ッ
プ
の
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
社
内
で

共
有
で
き
る
よ
う
に
、
部
長
ご
と
の
Ａ
Ｉ
を

つ
く
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
従
来
の
自
動
車
部
品
販
売
に
加
え
て
、

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い

木
村
　
ま
ず
自
動
車
部
品
製
造
業
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
わ
れ
わ
れ
の
柱
で
あ
り
続
け
ま

す
。そ
の
上
で
、ト
ヨ
タ
系
以
外
の
部
品
メ
ー

カ
ー
が
ト
ヨ
タ
に
モ
ノ
を
納
入
す
る
際
に
、

弊
社
経
由
で
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
Ｉ
ｏ
Ｔ

と
、
部
品
を
扱
う
企
業
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
部
品
メ
ー
カ
ー
は
収

われわれのIoTと部品メーカーのノウハウを
活用することで収益を上げ、
自動車メーカー側も原価低減を実現したい

益
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
ト
ヨ
タ
側
も
原

価
低
減
に
つ
な
げ
る
３
者
に
と
っ
て
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
関
係
を
実
現
し
た
い
で
す
ね
。
一

方
で
、
国
内
の
人
口
減
少
を
踏
ま
え
れ
ば
、

自
動
車
部
品
の
領
域
の
み
で
は
少
な
い
パ
イ

の
奪
い
合
い
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ

を
は
じ
め
、
ほ
か
の
会
社
が
や
っ
て
い
な
い

こ
と
を
広
げ
る
こ
と
で
さ
ら
に
収
益
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

アルミダイカストマシンをはじめ多くの設備を備える

電気消費量を大きく削減した
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瀬川 雅也
先進モビリティ
代表取締役社長

―
会
社
の
成
り
立
ち
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　東
大
で
、
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
セ

ン
タ
ー
を
率
い
る
須
田
教
授
ら
が
推
進

し
て
き
た
、
⾃
動
運
転
・
隊
列
⾛
⾏
な

ど
の
研
究
成
果
を
社
会
に
還
元
す
べ
く

設
⽴
さ
れ
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、

ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
、
愛
知
製
鋼
、
三
井
不

動
産
、
安
藤
・
間
の
出
資
を
得
て
い
ま
す
。

⾃
動
運
転
を
実
現
す
る
コ
ア
技
術
を
、
各

種
⾞
両
に
搭
載
可
能
な
シ
ス
テ
ム
と
し

て
提
供
す
る
ほ
か
、
⾃
動
運
転
に
取
り

組
む
各
社
と
連
携
し
、
運
営
体
制
の
構

築
・
交
通
政
策
な
ど
の
観
点
か
ら
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
事
業
内
容
は
、
⾞
両
⽤
⾃
動

運
転
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
、
製
造
お
よ

び
販
売
、
委
託
開
発
業
務
、
バ
ス
・
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
の
大
型
⾞
両
の
⾃
動
運
転
を
実
現

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
装
置
の
提
供
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
、
⾃
動
運
転
シ
ス

テ
ム
運
⽤
の
サ
ポ
ー
ト
と
い
っ
た
も
の
で

茨城県つくば市に本社を構える先進モビリティは、自動運転など、モビリティ研究の第一人者である東
京大学・須田義大教授らの技術の社会実装に向けて、2014年に設立されたスタートアップだ。自動運
転技術の開発・製造を中心に事業を展開し、特にバスを軸に大型車両向けの自動運転システムや運用サ
ポートを提供。国内外で注目を集めている。同社が目指す自動運転の社会実装、今後の展望などについ
て話を聞いた。

ソフト・ハードの総合力で自動運転支援ソフト・ハードの総合力で自動運転支援
人手不足や運用コストなど社会課題解決も人手不足や運用コストなど社会課題解決も

自
動
運
転
の
コ
ア
技
術
を
⾞
両
に
搭
載
可
能
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
提
供

を見据えてを見据えて
Ask about the next generationAsk about the next generation次代次代

瀬川 雅也（せがわ まさや）
大阪府立大学大学院工学研
究科博士前期課程修了後、
光洋精工（現ジェイテクト）
に入社。2006年、東京農
工大学大学院工学研究科博
士後期課程修了。15年、経
済産業省商務情報政策局に
出向。20年、先進モビリティ
取締役技術統括部長に就
任。23年、同 社代 表 取 締
役社長に就任。1971年生ま
れ54歳、奈良県出身

す
。

―
各
地
で
実
証
な
ど
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
の
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
ね

　創
業
当
時
は
隊
列
ト
ラ
ッ
ク
技
術
開
発

と
事
業
化
や
、
⾃
動
運
転
バ
ス
技
術
開
発

と
事
業
化
、
官
・
⺠
か
ら
の
⾃
動
運
転
実

証
実
験
の
受
託
、
道
の
駅
な
ど
を
拠
点
と

し
た
⾃
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
実
証
実
験
な
ど
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大
す
る
と
と
も
に
、
事
業
性
を
向
上
す
る

た
め
の
取
り
組
み
も
図
っ
て
い
ま
す
。

―
類
似
の
事
業
者
と
の
差
異
化
ポ
イ
ン
ト

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う

　特
定
分
野
で
技
術
を
深
め
て
い
る
「
専

門
性
」
と
、
実
⽤
化
を
見
据
え
た
「
総
合

力
」
を
兼
ね
備
え
て
い
る
点
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
大
型
⾞
両
は
、
大
勢
の
乗
員
を

運
ぶ
バ
ス
や
物
流
の
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
、

⾞
体
も
大
き
く
、
セ
ン
シ
ン
グ
す
る

べ
き
範
囲
も
広
く
な
る
な
ど
、
よ
り

厳
し
い
条
件
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

組
み
合
わ
せ
を
最
適
化
さ
せ
、
成
果

を
着
実
に
積
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

⾃
動
運
転
で
は
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の

ソ
フ
ト
が
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
は
須
田
教
授
ら
の
研
究
の
蓄

積
を
踏
ま
え
、
独
⾃
の
ソ
フ
ト
を
内

製
化
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
事
業
者
や
地
域
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
要
望
が
あ
る
中
、
多
様
な

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
バ
ス
で
は
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ

を
⾏
い
、
現
在
は
ひ
た
ち
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
⾃
動

運
転
レ
ベ
ル
４
運
⾏
な
ど
、
⾃
動
⾛
⾏
に

関
わ
る
事
業
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
専
⽤
空
間
に
お
け
る
⾃
動
⾛

⾏
を
活
⽤
し
た
交
通
シ
ス
テ
ム
の
社
会
実

装
に
向
け
た
実
証
、
⾃
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク

の
社
会
実
装
に
向
け
た
実
証
な
ど
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
対
象
エ
リ
ア
、
⾞
両
を
拡

（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）、慣
性
セ
ン
サ
ー
、３
次
元
マ
ッ

プ
マ
ッ
チ
ン
グ
、
磁
気
マ
ー
カ
、
Ｌ
ｉ
Ｄ

Ａ
Ｒ
、
反
射
塗
料
な
ど
を
⽤
い
た
⾞
線
維

持
制
御
、
全
⾞
速
域
速
度
制
御
（
最
高
時

速
60
㌔
㍍
）、
信
号
情
報
の
活
⽤
、
⾛
⾏

環
境
認
識
、
バ
ス
停
正
着
制
御
、
カ
メ
ラ

に
よ
る
信
号
灯
色
認
識
、
ス
マ
ー
ト
ポ
ー

ル
連
携
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
⾛
⾏
環
境自動運転を構成する要素

自動運転のレベルは５段階に分けられる
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た
セ
ン
サ
ー
で
検
知
し
、
⾃
動
運
転
バ
ス

に
伝
達
す
る
技
術
も
開
発
し
て
い
ま
す
。

―
自
動
運
転
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
許
認
可

手
続
き
も
重
要
で
す
ね

　レ
ベ
ル
４
の
導
入
を
希
望
す
る
声
が
各

地
で
広
が
っ
て
い
て
、
実
現
さ
れ
れ
ば
運

⽤
コ
ス
ト
の
削
減
や
人
手
不
足
の
解
消
な

ど
、
持
続
的
な
交
通
に
つ
な
が
る
と
見
込

ま
れ
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
た
め
に
は
技
術

面
だ
け
で
は
な
く
、
法
規
制
や
安
全
性
な

ど
も
重
要
で
、
実
証
実
験
で
得
ら
れ
た

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
開
発
に
反
映
さ
せ
て

い
く
と
共
に
、
所
管
す
る
官
公
庁
な
ど
関

連
機
関
と
も
連
携
を
密
に
し
、
運
⾏
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
対
応
な
ど
も
大
事
で
す
が
、

当
社
は
こ
の
分
野
で
も
い
ち
早
く
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

―
こ
れ
ら
を
通
じ
て
取
り
組
む
目
標
は
何

で
し
ょ
う

　最
終
目
標
は
、
⾃
動
運
転
技
術
を
補
助

的
な
も
の
と
し
て
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、

「
完
全
⾃
動
運
転
」
と
す
る
こ
と
で
す
。

地
域
で
は
乗
員
不
足
が
深
刻
化
し
、
路
線

ご
と
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　
信
号
連
携
で
は
、
信
号
交
差
点
通
過
時

の
ジ
レ
ン
マ
ゾ
ー
ン
（
※
１
）
の
進
入
防

⽌
の
た
め
、
直
前
で
の
灯
色
変
化
時
の
急

ブ
レ
ー
キ
防
⽌
な
ど
も
実
装
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
セ
ン
サ
ー
連
携
（
死
⾓
情
報
の

取
得
）で
は
、⾞
両
に
搭
載
し
た
セ
ン
サ
ー

で
は
見
え
な
い
も
の
を
、
道
路
に
設
置
し

の
維
持
な
ど
に
支
障
を
来
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
⾃
動
運
転
技
術
が
有
効
な
解
決

策
と
な
り
得
ま
す
。

　
実
際
、
一
般
の
乗
⽤
⾞
と
比
べ
る
と
バ

ス
は
、
⾛
⾏
ル
ー
ト
が
決
ま
っ
て
い
る
こ

と
や
、
道
路
状
態
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
⾃
動
運
転
に
有
利
な
点
も
あ
り

ま
す
。

信号連携について

※１　 黄信号表示に直面した車両が、通常の減速度では安全に停止線手前で停止することができずに、また、そのまま通過するに
しても黄信号表示時間中に停止線を超えることができない条件を、走行位置・速度平面の領域として表した状態

自動運転機能（基本走行）
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ち
に
は
「
安
心
し
て
挑
戦
で
き
る
」
と
い

う
状
態
を
つ
く
る
こ
と
が
、
重
要
と
考
え

ま
す
。
当
社
は
現
状
、
中
途
採
⽤
が
ほ
と

ん
ど
で
す
が
、
社
会
課
題
解
決
へ
の
使
命

感
、
ま
た
⾃
分
の
技
術
が
日
本
、
さ
ら
に

は
世
界
に
広
が
る
か
も
し
れ
な
い
、
と

い
っ
た
達
成
感
を
持
て
る
職
場
と
し
て
成

長
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
⾃
動

⾞
部
品
な
ど
の
産
業
界
で
働
く
方
々
に
、

よ
り
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い

ま
す
。

―
今
後
の
展
望
は
い
か
が
で
し
ょ
う

　
新
規
先
の
開
拓
で
、
⾃
治
体
や
バ
ス
事

業
者
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
き

た
い
。
今
後
は
営
業
体
制
を
さ
ら
に
強
化

し
、
各
地
域
が
直
面
す
る
交
通
課
題
に
対

し
て
、
よ
り
具
体
的
な
解
決
策
を
提
案
し

て
い
く
考
え
で
す
。

　
ま
た
、
⾃
動
運
転
は
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド

の
連
携
が
不
可
欠
だ
け
に
、
ソ
フ
ト
や
人

工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
デ
ジ
タ
ル
系
人
材
、

セ
ン
サ
ー
や
制
御
、
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー

と
い
っ
た
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
人
材
を

さ
ら
に
強
化
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

術
を
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
研
究
し
た
り

も
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
技
術
を
社
会
実
装
す

る
上
で
も
、
経
営
や
事
業
の
継
続
が
重
要

だ
と
い
う
意
識
が
強
く
な
り
、
組
織
の
在

り
方
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
多
様
な

視
点
が
重
要
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
当
社
の
経
営
へ
の
参
画
に
つ
い
て
勧

め
ら
れ
、
手
を
挙
げ
て
加
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

―
経
営
の
上
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か

　
背
伸
び
は
し
て
も
、
無
理
な

ジ
ャ
ン
プ
は
し
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
技
術
開
発
で
は

「
ジ
ャ
ン
プ
」
が
必
要
な
面
が

あ
り
ま
す
が
、
事
業
を
展
開
す

る
上
で
は
無
理
な
ジ
ャ
ン
プ

を
避
け
、
少
し
ず
つ
で
も
着
実

に
成
果
を
広
げ
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
⾃
動

運
転
の
社
会
的
受
容
度
な
ど

も
考
え
る
と
、
な
お
さ
ら
で
す
。

　
そ
の
上
で
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
た

を見据えてを見据えて
Ask about the next generationAsk about the next generation次代次代

―
も
と
も
と
、
開
発
者
で
い
ら
し
た
ん
で

す
ね　大

学
院
で
研
究
に
従
事
し
、
就
職
し
て

か
ら
も
研
究
開
発
畑
を
歩
ん
で
き
た
の
で
、

新
し
い
技
術
を
生
み
出
す
こ
と
⾃
体
に
魅

力
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。
前
の
職
場
で
は
、

最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
バ
イ
・
ワ
イ
ヤ
技

エ
ン
ジ
ニ
ア
が

「
安
心
し
て
挑
戦
で
き
る
」

状
態
づ
く
り
が
重
要

自動運転車両の構成（小型バス）
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ニデックが今年４月に開いた記者会見。過去にM&Aで同社グループ入りした各社のトップがそろった

100年に一度と言われる自動車産業変革期において、電動化や知能化といっ
た新たなトレンドへの対応を迫られている部品製造業界。もっとも、将来投
資のためには、短期と中長期の両面で経営基盤の安定化が欠かせない。供給
網の大半を占める中小・小規模（零細）事業者にとっても、M&Aなどを駆
使しながらグローバルサプライヤーとしての成長を目指す大企業にとって
も、カギとなるのは事業の継続性。官民の具体的な取り組みも瞥

べっ

見
けん

しつつ、
その現状を追う。

部
品
メ
ー
カ
ー
の
事
業
承
継

～
Ｍ
＆
Ａ
を
含
め
、大
変
革
期
の
生
き
残
り
策
と
は
～

　「
事
業
承
継
『
脱
フ
ァ
ミ
リ
ー
化
』

進
む
」
―
。
２
０
２
４
年
11
月
、
帝

国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
報
告
し
た
調
査

結
果
に
、
右
の
見
出
し
が
躍
っ
た
。

同
社
が
全
国
の
全
業
種
約
27
万
社
を

対
象
に
実
施
し
た
後
継
者
動
向
調
査

に
よ
る
と
、
24
年
の
代
表
者
交
代
事

例
を
就
任
経
緯
別
に
見
た
と
こ
ろ
、

速
報
値
な
が
ら
「
内
部
昇
格
」

（
36
・
４
％
）
が
「
同
族
承
継
」

（
32
・
２
％
）
を
初
め
て
上
回
り
ト
ッ

プ
と
な
っ
た
。「
Ｍ
＆
Ａ
ほ
か
」

（
20
・
５
％
）、「
外
部
招し

ょ
う

聘へ
い

」（
7.5
％
）

も
前
年
か
ら
伸
長
し
て
お
り
、〝
同

族
〟
に
こ
だ
わ
ら
な
い
事
業
承
継
の

あ
り
方
が
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

　
こ
う
し
た
ト
レ
ン
ド
と
の
相
関
は

必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、

同
族
承
継
か
ら

変
わ
る
ト
レ
ン
ド

A Special Feature Article

27 ISSUE 3 2025

同
報
告
書
に
よ
る
と
、
24
年
は
後
継

者
不
在
率
が
52
・
１
％
と
調
査
開
始

以
来
の
低
水
準
、
つ
ま
り
改
善
傾
向

に
は
あ
る
。
ま
た
、
自
動
車
部
品
を

含
む
「
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
」

に
限
る
と
、
不
在
率
は
41
・
４
％
と

さ
ら
に
低
く
、
全
48
業
種
の
分
類
の

中
で
も
下
か
ら
５
番
目
と
い
う
好
ま

し
い
水
準
だ
。
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

は
、「
自
動
車
産
業
を
は
じ
め
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
成
す
る
企
業

の
事
業
承
継
問
題
が
全
体
の
供
給
網

に
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
と
の
認

識
が
広
が
り
、
重
点
的
な
支
援
が
行

わ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
後
継
者
不
在

の
改
善
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
」
と
分
析
す
る
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
安
定
し
、
一

貫
し
た
生
産
体
制
を
強
み
と
す
る
モ

ノ
づ
く
り
企
業
へ
と
進
化
す
る
こ
と

が
で
き
た
」（
フ
ク
タ
カ
）
と
、
双

方
の
ト
ッ
プ
に
喜
び
を
も
た
ら
す
好

例
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
Ｍ
＆
Ａ
を
成
長
の
手
段

と
位
置
付
け
、
積
極
的
な
パ
ー
ト

ナ
ー
探
し
に
打
っ
て
出
る
企
業
も
現

れ
は
じ
め
た
。
そ
の
１
社
、
東
証
グ

ロ
ー
ス
上
場
で
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
手
掛
け
る
セ
レ
ン
デ
ィ
ッ

プ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
こ
の

10
年
ほ
ど
の
間
に
自
動
車
部
品
メ
ー

カ
ー
を
次
々
と
傘
下
に
収
め
て
い
る
。

15
年
、
金
属
精
密
加
工
の
佐
藤
工
業

中
小
企
業
が
培
っ
た
技
術

は
隠
れ
た
企
業
価
値

　
実
際
に
、
と
り
わ
け
中
小
企
業
の

事
業
承
継
を
め
ぐ
っ
て
は
、
政
府
も

積
極
的
に
指
針
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
中
小
企
業
庁
は
21
年
、
社

長
後
継
候
補
を
対
象
と
し
た
ピ
ッ
チ

イ
ベ
ン
ト
「
ア
ト
ツ
ギ
甲
子
園
」
を

旗
揚
げ
。
自
動
車
部
品
も
含
め
さ
ま

ざ
ま
な
業
界
か
ら
、
家
業
の
発
展
や

新
規
事
業
の
創
出
に
燃
え
る
若
手
が

毎
年
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
。
同
族

以
外
へ
の
承
継
支
援
で
も
、
さ
か
の

ぼ
る
15
年
に
Ｍ
＆
Ａ
の
手
続
き
や
留

意
点
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の
対
応
な

ど
を
ま
と
め
た
「
事
業
引
継
ぎ
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す
る
と
、
20
年

３
月
に
は
「
中
小
Ｍ
＆
Ａ
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
と
し
て
刷
新
。
以
後
も
改
訂

を
重
ね
、
後
継
者
不
在
の
中

小
企
業
が
安
心
し
て
第
三
者

へ
事
業
を
継
承
で
き
る
よ
う

促
し
て
き
た
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
施
策
の

推
進
に
当
た
り
、
単
な
る
個

社
の
存
続
で
は
な
く
、
供
給

網
全
体
の
維
持
・
発
展
が
目

指
さ
れ
て
い
る
点
だ
。
例
え

ば
Ｍ
＆
Ａ
関
連
で
中

企
庁
は
、
一
連
の
取

り
組
み
を
「
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
事
業
承

継
」
と
し
て
概
念
化

し
、
メ
ー
カ
ー
が
仕

入
れ
先
企
業
や
顧
客

企
業
の
経
営
を
引
き
継
ぐ
モ
デ
ル
を

提
示
す
る
。
24
年
10
月
に
公
表
し
た

小
冊
子
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
事
業

承
継
事
例
集
」
で
は
、
自
動
車
部
品

業
界
の
Ｍ
＆
Ａ
と
し
て
、
小
物
部
品

製
造
の
フ
ク
タ
カ（
福
井
県
勝
山
市
）

の
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
事
例
集
に
よ
れ
ば
同
社
は
20
年
、

業
績
下
降
や
オ
ー
ナ
ー
の
高
齢
化
、

後
継
者
問
題
が
重
な
り
、
存
続
の
危

機
に
あ
っ
た
金
型
メ
ー
カ
ー
の
シ
グ

マ
（
富
山
県
高
岡
市
）
を
譲
受
。
そ

れ
ま
で
も
取
引
実
績
の
あ
っ
た
隣
県

２
社
の
Ｍ
＆
Ａ
は
、「
自
分
が
つ
く
っ

た
会
社
が
成
長
し
て
い
く
様
子
を
見

ら
れ
る
の
は
、
創
業
者
と
し
て
こ
れ

ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
」（
シ

グ
マ
）、「
い
ま
ま
で
外
注
し
て
い
た

金
型
が
自
前
で
で
き
る
よ
う
に
な
り

セレンディップHDの竹内在社長は「自動車
をコアに、日本の国際競争力が高いセクター
に投資していく」と展望を語る

中小企業庁が昨秋公表した「サプライ
チェーン事業承継事例集」。自動車部品
業界の実例も
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を
買
収
す
る
と
、
18
年
に
は
内
外
装

部
品
を
手
掛
け
る
三
井
屋
工
業
（
愛

知
県
豊
田
市
）
を
譲
受
。
両
社
と
も

に
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
ア
イ
シ
ン
な

ど
か
ら
表
彰
を
受
け
た
こ
と
も
あ
る

実
績
豊
富
な
老
舗
企
業
だ
。

　
以
降
も
、
22
年
に
は
自
動
車
部
品

向
け
副
資
材
を
製
造
す
る
三
河
鉱
産

（
愛
知
県
碧
南
市
）、
24
年
に
は
金
属

加
工
の
イ
ワ
ヰ
（
三
重
県
津
市
）
や

樹
脂
部
品
製
造
の
エ
ク
セ
ル
・
グ

ル
ー
プ
（
東
京
都
中
央
区
）
と
、
自

動
車
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
成
す

る
モ
ノ
づ
く
り
企
業
を
相
次
い
で
買

収
。
25
年
７
月
に
も
、
表
面
処
理
加

工
の
サ
ー
テ
ッ
ク
カ
リ
ヤ
（
愛
知
県

刈
谷
市
）
を
グ
ル
ー
プ
に
迎
え
入
れ

た
。

　
セ
レ
ン
デ
ィ
ッ
プ
Ｈ
Ｄ
の
竹
内
在

社
長
は
24
年
10
月
、
日
刊
自
動
車
新

聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
売
上
規
模

１
０
０
億
円
以
下
の
企
業
の
生
き
残

り
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
以
前
は

『
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
』と
い
っ

た
中
小
メ
ー
カ
ー
な
ら
で
は
の
強
み

も
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
Ｄ
Ｘ
（
デ

て
い
た
。
当
時
は
ど
の
よ
う
に
着
地

（
＝
廃
業
）
す
る
か
ば
か
り
を
考
え

て
い
た
が
、
買
収
を
受
け
入
れ
て
会

社
も
従
業
員
の
生
活
も
守
る
こ
と
が

で
き
た
」
―
。
25
年
４
月
、
ニ
デ
ッ

ク
が
都
内
で
開
い
た
記
者
会
見
で
の

コ
メ
ン
ト
。
発
言
の
主
は
、
同
社
が

22
年
に
買
収
し
た
Ｏ
Ｋ
Ｋ
（
兵
庫
県

伊
丹
市
、
現
ニ
デ
ッ
ク
オ
ー
ケ
ー

ケ
ー
）
の
森
本
佳
秀
氏
だ
。

　
マ
ツ
ダ
創
業
者
の
松
田
重
次
郎
が

大
阪
の
地
に
興
し
た
松
田
製
作
所
を

源
流
に
持
ち
、
自
主
独
立
の
老
舗
工

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
遅
れ
や
資
金
力
の
弱
さ

と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。

あ
る
程
度
の
規
模
が
な
い
と
、
購
買

力
も
追
い
付
か
な
い
」
と
、
自
動
車

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
抱
え
る
問
題

を
指
摘
。「
昭
和
の
時
代
は
業
界
全

体
が
成
長
し
て
お
り
、
事
業
を
親
族

内
で
承
継
す
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ

た
。
現
在
は
少
子
化
も
相
ま
っ
て
、

『
自
分
が
元
気
な
う
ち
に
会
社
を
譲

り
た
い
』
と
、
事
業
承
継
を
準
備
す

る
経
営
者
が
増
え
て
い
る
」
と
も
話

す
。

　
例
と
し
て
イ
ワ
ヰ
の
場
合
、
後
継

者
問
題
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け

た
失
注
も
追
い
打
ち
と
な
り
、
買
収

直
前
に
は
民
事
再
生
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
た
ほ
ど
だ
。
そ
れ
で
も
「
経

営
改
革
や
Ｄ
Ｘ
に
よ
り
会
社
を
大
き

く
成
長
さ
せ
ら
れ
る
と
確
信
」（
同
）

し
、
買
収
が
実
現
。
25
年
４
月
に
は

グ
ル
ー
プ
内
で
佐
藤
工
業
と
統
合
し
、

ボ
デ
ィ
部
品
か
ら
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ま
で
幅
広
い
加
工
を
手
掛
け

る
新
会
社
ユ
ニ
ク
レ
ア
と
し
て
発
足

し
た
。

　
Ｉ
Ｔ
業
界
で
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

な
ど
に
携
わ
っ
て

き
た
経
歴
の
持
ち

主
で
も
あ
る
竹
内

社
長
は
、「
技
術

を
受
け
継
ぎ
、
中

小
企
業
が
生
き

残
っ
て
い
く
一
つ

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

を
つ
く
り
た
い
」

と
、
Ｍ
＆
Ａ
戦
略

の
背
後
に
あ
る
思
い
を
話
す
。
そ
の

う
え
で
、「
成
長
の
た
め
に
は
規
模

感
が
必
要
。
日
本
の
人
口
が
減
少
す

る
中
、
技
術
を
持
っ
て
イ
ン
ド
な
ど

の
成
長
市
場
へ
進
出
す
る
の
は
当
然

だ
。
現
地
企
業
を
日
本
企
業
と
合
併

さ
せ
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
得
る
」
と
、

さ
ら
な
る
将
来
構
想
を
描
く
。

　「
グ
ル
ー
プ
入
り
前
の
当
社
は
経

営
が
悪
化
し
、
会
計
問
題
も
起
こ
し

上
場
会
社
で
も
問
わ
れ
る

経
営
体
制
の
あ
り
方

業界内のつながりを生かしてサプライチェーン寸断を食い止める
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ど
〝
名
物
社
長
〟
と
し
て
鳴
ら
し
て

い
た
田
邊
耕
二
氏
の
ア
イ
デ
ア
だ
っ

た
。
選
考
は
曲
折
を
経
て
頓
挫
し
た

も
の
の
、
業
界
内
外
か
ら
１
７
０
０

人
超
が
応
募
す
る
な
ど
、
そ
の
手
法

は
話
題
を
呼
ん
だ
。

　
公
募
の
き
っ
か
け
の
一
つ
は
、
当

時
の
経
営
陣
の
中
に
バ
ト
ン
を
引
き

継
げ
る
若
手
が
見
当
た
ら
ず
、
世
代

交
代
が
難
し
か
っ
た
こ
と
。
後
年
、

田
邊
氏
は
日
刊
自
動
車
新
聞
の
取
材

に
「
後
継
者
問
題
は
難
し
い
。
日
本

で
は
も
と
も
と
そ
の
会
社
に
い
る
人

が
社
長
に
な
る
こ
と
が
多
い
が
、
経

営
者
と
い
う
の
は
専
門
職
。
本
音
を

言
え
ば
、
欧
米
の
よ
う
に
経
営
の
プ

ロ
を
外
部
か
ら
招
く
方
が
合
理
的

だ
」
と
話
し
て
い
る
。

　
そ
の
ユ
ー
シ
ン
も
田
邊
氏
の
引
退

を
経
た
19
年
に
は
Ｔ
Ｏ
Ｂ
を
受
け
て

ミ
ネ
ベ
ア
ミ
ツ
ミ
傘
下
と
な
る
な
ど
、

こ
の
間
の
業
界
の
変
化
の
激
し
さ
を

裏
付
け
る
。
最
適
解
を
探
り
当
て
る

の
が
難
し
い
事
業
承
継
の
成
否
は
、

長
い
目
で
見
守
る
必
要
が
あ
り
そ
う

だ
。

作
機
械
メ
ー
カ
ー
と
し
て
東
証
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
に
も
上
場
し
て
い
た
Ｏ
Ｋ

Ｋ
。
と
こ
ろ
が
21
年
夏
、
会
計
上
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
覚
し
、
突
如
と
し
て

経
営
危
機
が
表
面
化
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
受
注
不
振
も
重
な
り
赤
字

に
陥
っ
た
同
社
に
、
金
融
機
関
か
ら

の
打
診
を
受
け
て
手
を
差
し
伸
べ
た

の
が
ニ
デ
ッ
ク
だ
っ
た
と
い
う
。
森

本
氏
は
、
Ｏ
Ｋ
Ｋ
の
生
え
抜
き
と
し

て
Ｍ
＆
Ａ
当
時
の
社
長
を
務
め
て
い

た
当
事
者
。
そ
れ
だ
け
に
、
言
葉
に

は
万
感
が
こ
も
る
。

　
写
真
の
会
見
は
、
ニ
デ
ッ
ク
が
工

作
機
械
大
手
の
牧
野
フ
ラ
イ
ス
製
作

所
に
対
す
る
株
式
公
開
買
い
付
け

（
Ｔ
Ｏ
Ｂ
）
に
踏
み
切
ろ
う
と
し
て

い
た
渦
中
に
急
遽
開
か
れ
た
も
の
。

牧
野
フ
ラ
イ
ス
が
買
収
へ
の
反
対
姿

勢
を
鮮
明
に
す
る
中
、
か
つ
て
ニ

デ
ッ
ク
に〝
買
わ
れ
た
〟企
業
の
ト
ッ

プ
自
ら
肉
声
を
伝
え
る
場
を
設
け
る

こ
と
で
、
Ｍ
＆
Ａ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

印
象
を
払
拭
し
よ
う
と
す
る
狙
い
が

あ
っ
た
。

　
Ｏ
Ｋ
Ｋ
の
事
例
で
は
、
体
制
が
変

わ
っ
た
今
も
森
本
氏
が
会
長
と
し
て

第
一
線
に
身
を
置
い
て
い
る
。
旧
経

営
陣
が
会
社
を
去
る
こ
と
な
く
事
業

に
携
わ
る
点
で
も
、
一
般
的
な
Ｍ
＆

Ａ
と
は
イ
メ
ー
ジ
を
異
に
す
る
。
牧

野
フ
ラ
イ
ス
の
買
収
は
不
成
立
に
終

わ
っ
た
も
の
の
、「
同
意
な
き
Ｔ
Ｏ

Ｂ
」
に
世
間
の
目
が
注
が
れ
る
中
、

印
象
的
な
一
幕
と
な
っ
た
。

　
同
時
期
に
は
、
ミ
ネ
ベ
ア
ミ
ツ
ミ

と
台
湾
・
国
巨
（
ヤ
ゲ
オ
）
と
の
間

で
も
、
セ
ン
サ
ー
大
手
芝
浦
電
子
へ

の
Ｔ
Ｏ
Ｂ
合
戦
が
勃
発
。
国
境
を
越

え
た
競
争
を
め
ぐ
っ
て
は
、
日
本
の

モ
ノ
づ
く
り
技
術
が
国
外
へ
流
出
す

る
こ
と
へ
の
懸
念
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
思
惑
も
渦
巻
く
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
両
事
例
共
に
、

押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
が
さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
す
べ

く
、
上
場
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
を
模
索
し

た
点
だ
。
電
動
化
や
知
能
化
と
い
っ

た
変
革
の
波
を
受
け
、
国
内
外
の
自

動
車
メ
ー
カ
ー
を
顧
客
に
持
つ
大
手

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
い
え
ど
も
、
気
を

抜
く
こ
と
は
な
い
。
す
で
に
一
定
の

規
模
を
有
す
る
中
堅
メ
ー
カ
ー
を
取

り
込
み
、
人
材
や
設
備
、
販
路
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な

業
容
拡
大
に
つ
な
げ
る
青
写
真
を
描

く
。
こ
う
し
た
力
学
を
前
に
、
昔
な

が
ら
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業
は
自
主
独

立
の
気
概
を
ど
の
よ
う
に
保
ち
、
会

社
の
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
紡
い
で
い

く
べ
き
か
、
判
断
を
迫
ら
れ
て
い
る

と
言
え
る
。

　
２
０
１
４
年
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
機
構

部
品
の
大
手
ユ
ー
シ
ン
は
、
社
長
後

継
者
候
補
を
大
々
的
に
公
募
。
創
業

家
出
身
で
40
年
近
く
ト
ッ
プ
を
務
め
、

Ｍ
＆
Ａ
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
な

コロナ禍を経て部品メーカーの倒産件数は増加傾向に
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（一社）日本自動車部品工業会 東日本支部
中村 優

（株式会社レゾナック グラファイト事業部 蓄電摺動材料統括部）

日 時
2025年２月21日（金）
13：30～16：00

参加者
24人（24社）

視察スケジュール

13：30 ～14：15　 概要説明

14：15 ～15：30　 施設見学

15：30 ～16：00　 質疑応答

　　　　　東日本支部主催

「AESC 茨城工場」

視察報告

訪問
 目的 2024年７月に稼働を開始した最新鋭のバッテリー工場を見学する。太陽光パネル

が設置され、再生可能エネルギーも使用するグリーンファクトリーや、各OEM（相
手先ブランドによる生産）へ供給するリチウムイオンバッテリーの生産ラインなどを
見学し、会員会社の参考とする。

訪問先

AESC  茨城工場

【施設概要】
　稼 働 開 始　 2024年
　工場敷地面積　36万㎡
　従 業 員 数　約500人（24年12月現在）
　生 産 品 目　 最新型リチウムイオンバッテリー
　生 産 能 力　 20GWh（全工場完成時の最大目標値）

（茨城県東茨城郡茨城町中央工業団地9-10）
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て
い
る
。

■
バ
ッ
テ
リ
ー
に
つ
い
て

　
バ
ッ
テ
リ
ー
の
組
成
と
し
て
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
高
く
、
航
続
距
離
が

視
察
報
告

■
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
の
概
要

　
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
は
、
２
０
０
７
年
に
日
産

自
動
車
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
共
同
出

資
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
電
池
メ
ー
カ
ー
。

Ｅ
Ｖ
用
お
よ
び
Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
定
置
型
蓄
電

シ
ス
テ
ム
）
用
の
大
型
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
二
次
電
池
事
業
を
グ
ロ
ー
バ
ル
で
展

開
し
て
い
る
。
当
初
の
出
資
比
率
は
日

産
が
51
％
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
49
％
で
、
10
年
に

日
産
「
リ
ー
フ
」
用
バ
ッ
テ
リ
ー
の
供

給
を
始
め
て
い
る
。

　
19
年
に
日
産
が
バ
ッ
テ
リ
ー
事
業
を

中
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
の

エ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
に
譲
渡
し
、

現
在
に
至
る
。
ギ
ガ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を

日
本
、
中
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
に
建
設
中
で
、

こ
れ
に
よ
り
生
産
能
力
を
増
強
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
Ｏ
Ｅ
Ｍ
の
需
要
に
対
応
す
る
。

各
工
場
は
そ
の
近
く
に
あ
る
自
動
車

メ
ー
カ
ー
や
Ｅ
Ｓ
Ｓ
メ
ー
カ
ー
の
組
立

工
場
に
バ
ッ
テ
リ
ー
を
納
品
す
る
予
定

で
、
地
産
地
消
の
生
産
供
給
を
目
指
し

長
い
こ
と
が
特
徴
の
Ｎ
Ｍ
Ｃ
（
３
元
系

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
）
と
、

安
全
性
と
耐
久
性
に
優
れ
、
コ
バ
ル
ト

フ
リ
ー
で
材
料
コ
ス
ト
が
安
価
な
Ｌ
Ｆ

Ｐ
（
リ
ン
酸
鉄
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ

テ
リ
ー
）
の
２
種
を
グ
ロ
ー
バ
ル
で
製

造
し
て
い
る
。
形
状
は
大
き
く
分
け
て

３
タ
イ
プ
あ
る
。
現
在
、
国
内
で
主
流

の
パ
ウ
チ
型
は
重
量
、
サ
イ
ズ
、
放
熱

性
、
ス
ペ
ー
ス
効
率
に
優
れ
て
い
る
特

徴
が
あ
り
、
角
形
は
金
属
缶
に
覆
わ
れ

て
い
る
た
め
、
機
械
強
度
に
優
れ
て
い

る
。
円
筒
型
は
、
製
造
コ
ス
ト
が
抑
え

ら
れ
安
価
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

全
固
体
電
池
は
、
20
年
代
後
半
の
実
用

化
に
向
け
て
開
発
中
で
あ
る
。

■
茨
城
工
場
に
つ
い
て

　
24
年
７
月
に
稼
働
を
開
始
し
た
最
新

鋭
の
工
場
。
す
で
に
第
１
工
場
が
完
成

し
て
お
り
、
第
３
工
場
ま
で
建
設
さ
れ

る
予
定
だ
。
現
在
は
６
〜
７
Ｇ
Ｗ
ｈ
の

年
間
生
産
能
力
だ
が
、
全
工
場
完
成
時

に
は
20
Ｇ
Ｗ
ｈ
に
達
す
る
。
主
に
、
日

産
、
ホ
ン
ダ
向
け
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
生

産
し
て
い
る
。

　
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
の
工
場
ご
と
の
大
ま
か
な

工
程
は
以
下
の
通
り
。
素
材
か
ら
す
べ

て
が
茨
城
工
場
で
製
造
さ
れ
る
の
で
は
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な
く
、
正
極
と
負
極
の
シ
ー
ト
が
ロ
ー

ル
状
に
な
る
ま
で
は
相
模
原
工
場
で
製

造
さ
れ
、
茨
城
工
場
に
輸
送
さ
れ
る
。

■
茨
城
工
場
の
工
程

　
Ａ
ゾ
ー
ン
の
工
程
は
、電
極
乾
燥（
負

極
の
み
）
→
ノ
ッ
チ
ン
グ
（
切
り
欠
き

加
工
）
→
個
別
切
断
→
電
極
積
層
→

ホ
ッ
ト
プ
レ
ス
→
タ
ブ
溶
接
→
三
辺
封

止
。
電
極
乾
燥
は
、
ロ
ー
ル
で
運
ば
れ

て
き
た
物
を
一
度
延
ば
し
て
、
真
空
環

境
下
で
両
面
か
ら
赤
外
線
ヒ
ー
タ
ー
に

よ
り
乾
燥
。
乾
燥
後
、
再
び
ロ
ー
ル
に

戻
す
形
式
。
乾
燥
時
間
は
数
十
分
で
、

ロ
ー
ル
の
ま
ま
よ
り
20
分
の
１
程
度
ま

で
時
間
を
短
縮
で
き
て

い
る
。

　
Ｂ
ゾ
ー
ン
は
、
注
液

→
含
浸
→
セ
ル
の
ロ
ー

ル
プ
レ
ス
→
初
充
電
→

ガ
ス
抜
き
→
充
放
電

（
容
量
検
査
）
→
最
終

検
査
。

　
Ｃ
ゾ
ー
ン
は
、
セ
ル

積
層
→
プ
レ
ー
ト
溶
接
。

所
　感

　
言
葉
だ
け
の
知
識
で

は
な
く
、
実
際
に
製
造

工
程
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
理
解
を
深
め
た

こ
と
で
、
普
段
、
Ａ
Ｅ

Ｓ
Ｃ
社
と
の
や
り
取
り

で
出
て
く
る
言
葉
の
イ

メ
ー
ジ
を
強
く
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

性
能
面
以
外
に
、
工
程
面
か
ら
も
満
足

い
た
だ
け
る
材
料
に
つ
い
て
感
度
を
高

め
て
い
こ
う
と
思
っ
た
。
貴
重
な
機
会

を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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日 時
2025年
２月21日（金）
14：00～16：00

参加者
15人（７社）

　　　　　  　　　西日本支部主催

「関西職業能力開発促進センター（ポリテクセンター関西）」

視察報告

訪問
 目的

優秀な人材の確保と育成は、競争力の強化のためにも喫緊の課題である。2025年
度の研修プログラムの公表のタイミングを狙って見学会を開催し、「従業員のスキル
アップをしたい」「新たに従業員を雇いたい」といった課題解決の一助とした。

訪問先

独立行政法人 高齢・障害・
求職者雇用支援機構 大阪支部
関西職業能力開発促進センター

（ポリテクセンター関西）

【施設の概要】
　�高齢・障害・求職者雇用支援機構は、高年齢者や障害者の雇用支援、求職者そのほか労
働者の職業能力の開発および向上のための業務などを行う、厚生労働省所管（職業安定局）
の独立行政法人。ポリテクセンターは、職業能力開発の支援を行う施設である。

（大阪府摂津市三島１-２-１）

（一社）日本自動車部品工業会�副会長・西日本支部支部長・経営研修会リーダー
眞田�達也

（三乗工業株式会社�代表取締役社長）

視察スケジュール

14:00～14:10　�あいさつ（眞田支部長、相田ポリテク関西
センター長）

14:10～14:30　�全体概要説明（新年度カリキュラム紹介を
含む）

14:35～14:45　�設計に生かす３次元CADソリッドモデリ
ング技術などを見学、関連セミナーの紹介

14:50～15:00　�PLC制御見学、関連セミナーの紹介
15:05～15:15　�フライス旋盤加工および旋盤加工見学、

関連セミナーの紹介
15:20～15:30　�機械保全見学、関連セミナーの紹介
15:35～15:45　�高圧電気設備見学、関連セミナーの紹介
15:50～16:00　�質疑応答（職業紹介事業の紹介を含む）、

個別相談
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し
て
も
同
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
今
回
、
訪
問
し
た
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
関
西
は
、
拠
点
施
設
と
し
て
機
器
、

視
察
報
告

　
１
０
０
年
に
一
度
の
変
革
期
と
言
わ

れ
る
自
動
車
部
品
業
界
に
と
っ
て
、
優

秀
な
人
材
の
確
保
や
育
成
は
、
競
争
力

強
化
の
た
め
に
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
今
回
訪
れ
た
高
齢
・
障
害
・
求
職
者

雇
用
支
援
機
構
は
、
高
年
齢
者
や
障
害

者
の
雇
用
を
支
援
す
る
業
務
、
求
職
者

と
そ
の
ほ
か
労
働
者
の
職
業
能
力
の
開

発
お
よ
び
向
上
の
た
め
の
業
務
な
ど
を

行
う
、
厚
労
省
所
管
の
独
立
行
政
法
人

で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
職
業
能
力
開

発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
）
は
、
職
業
能
力
開
発
の
支
援
を

行
う
施
設
で
あ
る
。

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
は
中
小
企
業
だ

け
で
な
く
、
大
企
業
も
含
め
た
従
業
員

の
技
能
研
修
施
設
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ａ
会
員
企
業
を
は
じ
め
、
多
く
の
企
業

が
活
用
し
て
い
る
。
従
業
員
の
技
能
訓

練
に
加
え
、
職
場
の
技
能
教
育
者
の
育

成
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
求

職
者
の
就
業
支
援
も
行
っ
て
お
り
、
企

業
に
と
っ
て
は
人
材
確
保
の
手
立
て
と

ス
タ
ッ
フ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
充
実
し

て
お
り
、
他
府
県
の
希
望
者
も
利
用
で

き
る
。
今
回
の
訪
問
で
は
、
25
年
度
の

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
公
表
に
合
わ
せ
、

各
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ

い
た
。

事
業
者
向
け
の
主
な
事
業

①
従
業
員
向
け
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

　
従
業
員
を
対
象
に
、
業
務
に
必
要
な

技
術
・
技
能
・
知
識
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
た
め
の
短
期
間（
２
～
５
日
間
）

の
職
業
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
コ
ー
ス
を
受
け
た
い
が
日
程

が
合
わ
な
い
」「
自
社
の
実
情
や
目
的

に
合
っ
た
研
修
を
実
施
し
た
い
」
な
ど

の
要
望
に
対
し
、 

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
職

業
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

②
企
業
向
け
雇
用
人
材
の
紹
介

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
無
料
職
業
紹
介
所

の
届
出
を
し
て
お
り
、
訓
練
受
講
生
お

よ
び
修
了
生
を
無
料
で
紹
介
し
て
い
る
。

求
人
の
方
法
は
、
求
職
情
報
冊
子
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
人
材
を
企
業
が
リ
ク
エ

ス
ト
す
る
方
法
と
、
受
講
生
全
員
に
公

開
す
る
方
法
（
一
般
求
人
）
が
あ
る
。

　
採
用
企
業
か
ら
は
、「
方
向
性
や
希
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望
職
種
が
明
確
」「
真
面
目
で
、
入
社

後
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
意
欲
的
」「
未

経
験
で
も
基
礎
的
な
知
識
・
技
術
を
習

得
し
て
い
る
の
で
、
成
長
が
早
い
」
な

ど
の
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

参
加
者
の
感
想

　
参
加
企
業
か
ら
は
、「
施
設
が
充
実

し
て
い
る
」「
説
明
と
施
設
見
学
が
一

体
で
分
か
り
や
す
か
っ
た
」「
こ
れ
ま

で
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
知
ら

な
か
っ
た
の
が
残
念
」「
オ
ー

ダ
ー
メ
ー
ド
の
研
修
を
考
え

た
い
」、
初
め
て
参
加
し
た

企
業
か
ら
は
「
研
修
は
社
内

で
実
施
し
て
い
た
が
、
外
製

化
を
考
え
た
い
」
と
い
っ
た

前
向
き
な
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
活
用
の
意
見
が
聞
か
れ

た
。

　
興
味
深
い
意
見
と
し
て
、

「
高
電
圧
講
座
は
、
施
設
管

理
者
と
な
る
総
務
部
門
が
受

講
し
て
は
ど
う
か
」
と
い
う

積
極
的
な
提
案
も
あ
っ
た
。

所
　感

　
企
業
の
活
力
の
源
泉
は
、

従
業
員
の
成
長
意
欲
を
か
き

立
て
る
環
境
づ
く
り
に
尽
き

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
社
内

で
技
術
を
伝
承
す
る
こ
と
も
重
要
で
は

あ
る
が
、
ほ
か
の
視
点
か
ら
カ
イ
ゼ
ン

の
気
付
き
が
与
え
ら
れ
る
の
は
大
き
な

成
長
に
つ
な
が
る
も
の
と
、
外
部
機
関

の
活
用
の
可
能
性
を
感
じ
た
。
ま
た
、

採
用
難
で
苦
し
む
中
堅
・
中
小
企
業
に

は
、
技
術
を
有
す
る
人
材
確
保
の
可
能

性
に
も
大
き
な
期
待
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
。
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「JAPIA会員の国際競争力強化に広く役立つ」
ため、海外事業の支援や現地情報を提供

報告：通商部会

JAPIAの
活動

Web展示会第1回

現在、新聞・テレビで米国トランプ政権による関税政策の発動や、それを巡る交渉状況が取り
上げられない日はありません。グローバルに事業展開している日本の自動車部品業界にとって
も大きな影響が生じています。このように各社の海外事業はさまざまな環境変化に直面します
が、かねてより、会員企業の海外事業の支援、国際連携を通じた業界全体の発展に取り組んで
いるのが、JAPIA「通商部会」（部会長＝黒沢功史さん）です。多岐にわたる専門性を有する
12社15人の部会メンバーが中心となり活動しています。

JAPIA会員による日本国内出荷額と海外法人売上高

※メンバーの肩書は取材時点になります

JAPIAの
活動

通商部会第20回

JAPIA`s Activities
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し
い
経
済
発
展
を
遂
げ
て
お
り
、
日

系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
増
産
も
発
表

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
会
員
企
業

に
と
っ
て
最
重
要
国
の
一
つ
で
す
。

　
通
商
部
会
で
は
、
イ
ン
ド
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
、

会
員
企
業
へ
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

非
常
に
関
心
が
高
い
も
の
の
、
現
地

の
法
令
や
自
動
車
関
連
製
品
の
需
給

　
２
０
２
３
年
度
末
時
点
で
、
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ａ
正
会
員
４
１
８
社
中
２
６
６

社
が
海
外
に
拠
点
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
国
内
か
ら
海
外
へ
の

輸
出
を
含
め
る
と
、
非
常
に
多
く
の

会
員
企
業
が
海
外
事
業
を
手
掛
け
て

い
ま
す
。

　「
通
商
部
会
」
の
上
部
組
織
で
あ

る
「
国
際
委
員
会
」
は
、
会
員
企
業

の
海
外
事
業
拡
大
に
伴
い
、
総
合
的

な
支
援
を
目
的
と
し
て
１
９
９
０

年
に
発
足
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た

立
ち
上
げ
は
２
０
０
４
年

会
員
企
業
の
海
外
進
出
を
支
援

中
、
通
商
部
会
は
自
由
貿
易
の
拡
大

の
た
め
、
各
国
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済

連
携
協
定
）
交
渉
が
活
発
化
す
る

２
０
０
４
年
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
Ｅ

Ｐ
Ａ
締
結
へ
の
政
府
間
交
渉
に
向
け
、

自
動
車
部
品
業
界
の
関
税
撤
廃
・
削

減
に
関
す
る
会
員
企
業
の
要
望
な
ど

を
取
り
ま
と
め
て
、
経
済
産
業
省
に

提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
交

渉
の
ほ
か
に
も
、
会
員
企
業
の
海
外

事
業
に
お
け
る
課
題
把
握
に
努
め
、

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
と
し
て
独
自
の
国
際
連

携
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
の
海
外

事
業
概
況
調
査
の
結
果
を

活
用
し
、
会
員
企
業
が
多

く
進
出
し
て
い
る
国
・
地

域
を
抽
出
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ

が
国
際
連
携
を
強
化
す
べ

き
国
・
地
域
は
ど
こ
か
、

ど
う
優
先
順
位
を
付
け
て

活
動
を
進
め
て
い
く
か
、

通
商
部
会
で
議
論
・
分
析

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

通商部会の黒沢功史部会長（デンソー）

果
を
踏
ま
え
、
部
会

内
に
「
米
国
」「
中

国
」「
東
南
ア
ジ
ア
」

「
イ
ン
ド
」「
欧
州
」

の
５
チ
ー
ム
を
結
成
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
、
地

域
に
詳
し
い
方
を
配

置
し
、
現
地
の
状
況

に
合
わ
せ
た
情
報
収

集
や
施
策
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
昨
年
度
の
主

な
取
り
組
み
事
例
と

し
て
、「
イ
ン
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
派
遣
」
と
、

地
域
横
串
活
動
で
あ

る
「
７
カ
国
部
工
会
事
務
局
会
合
」

に
つ
い
て
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

を
報
告
し
ま
す
。

　
イ
ン
ド
は
世
界
１
位
の
人
口
を
誇

り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
成
長

率
も
中
国
を
上
回
る
な
ど
、
目
覚
ま

情
報
収
集
の
た
め
視
察
を
実
施

イ
ン
ド
部
工
会
と
意
見
交
換

マルチ・スズキを訪問
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動
車
部
品
産
業
や
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ａ
の
位
置

付
け
、
Ｅ
Ｖ
化
の
現
状
な
ど
幅
広
い

分
野
の
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ａ
会
員
企
業
と
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
会

員
企
業
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
も
実
現
し
ま
し
た
。
参
加
い
た

だ
い
た
会
員
企
業
か
ら
は
「
非
常
に

良
か
っ
た
」
と
い
う
所
感
と

と
も
に
、
イ
ン
ド
企
業
と
の

コ
ン
タ
ク
ト
の
継
続
や
具
体

的
な
取
引
に
つ
な
が
り
つ
つ

あ
る
と
い
う
声
も
あ
り
、
今

後
に
つ
な
が
る
有
意
義
な
活

動
と
な
り
ま
し
た
。

　
７
カ
国
部
工
会
事
務
局

会
合
は
、
英
語
で
は
「
Ｇ

７
（Global A

utom
otive 

Suppliers A
ssociations 

Sum
m

it

）」
と
称
し
、
17

年
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
直
接
顔
を
合

わ
せ
る
会
合
は
５
年
ほ
ど
開

催
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

足
元
の
米
国
関
税
政
策
に
対

す
る
協
議
を
目
的
に
開
催
を
呼
び
掛

け
、
今
年
３
月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

で
実
現
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
Ａ

Ｃ
Ｍ
Ａ
の
参
加
は
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な

り
ま
し
た
が
、
日
本
、
米
国
（
Ｍ
Ｅ

Ｍ
Ａ
）、
カ
ナ
ダ
（
Ａ
Ｐ
Ｍ
Ａ
）、
メ

キ
シ
コ
（
Ｉ
Ｎ
Ａ
）、ブ
ラ
ジ
ル
（
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｓ
）、欧
州
（
Ｃ

動
向
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
不

足
し
て
い
る
と
い
う
課
題
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
対
応
と
し
て
、

１
月
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
派
遣
を
行
い

ま
し
た
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
団
は
、
白
柳

国
際
委
員
長
（
ト
ヨ
タ
紡
織
代
表
取

締
役
社
長
）
を
団
長
に
、
黒
沢
通
商

部
会
長
を
副
団
長
と
し
て
、
イ
ン
ド

未
進
出
な
が
ら
、
強
い
関
心
を
持
つ

企
業
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、
現
地
視

察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
日
系
Ｏ
Ｅ
Ｍ
と
す
で
に
進

出
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
会
員
の
工

場
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
イ
ン

ド
で
の
モ
ノ
づ
く
り
・
生
産
事
業
に

つ
い
て
詳
し
く
お
聞
き
す
る
と
と
も

に
、
慣
習
の
違
い
や
苦
労
話
な
ど
、

現
地
の
生
の
声
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
ド
自
動
車

部
品
工
業
会
（
Ａ
Ｃ
Ｍ

Ａ
）
や
現
地
の
日
本
政

府
機
関
と
の
意
見
交
換

や
視
察
も
行
い
、
イ
ン

ド
市
場
の
魅
力
を
再
確

認
す
る
と
と
も
に
、
労

務
問
題
や
、
予
見
性
の

低
い
規
制
な
ど
イ
ン
ド

ビ
ジ
ネ
ス
の
厳
し
さ
を

知
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
加
え
て
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ａ
の

会
長
以
下
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
の
ト
ッ
プ
交
流
も

行
い
、
イ
ン
ド
で
の
自

ACMAとのネットワーキング

JETRO及びAOTS（海外産業人材育成協会）によるブリーフィング

JAPIA`s Activities
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Ｌ
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
の
各
国
・
地
域
の
部
工

会
が
集
い
、
お
互
い
の
課
題
認
識
の

共
有
と
共
に
、
全
団
体
の
よ
り
一
層

の
連
携
強
化
の
確
認
も
で
き
ま
し
た
。

特
に
米
国
関
税
政
策
に
つ
い
て
Ｍ
Ｅ

Ｍ
Ａ
か
ら
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で

渉
外
活
動
を
行
っ
て
い
る
役
員
よ
り

関
税
を
め
ぐ
る
動
き
や
政
府
の
状
況

に
関
す
る
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
か
ら
は
、
Ｕ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
Ａ
（U

nited States-M
exico-

Canada A
greem

ent: 

米
国
・
メ

キ
シ
コ
・
カ
ナ
ダ
協
定
） 

は
、
３
カ

国
が
そ
れ
ぞ
れ
強
み
を
生
か
し
て
世

界
の
自
動
車
生
産
の
ハ
ブ
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
加
え
、 

関
税
政
策
の
投

資
や
自
動
車
価
格
へ
の
影
響
に
つ
い

て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
か
ら
は
、
会
員
企
業

の
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
３
カ
国
で
の
活
動
状

況
を
紹
介
し
、
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
非
常

に
重
要
で
あ
る
こ
と
、
26
年
の
協
定

改
訂
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え

ま
し
た
。
さ
ら
に
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ａ
に
対
し
、

米
国
に
お
け
る
最
新
の
関
税
政
策
動

向
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
へ

継
続
的
に
情
報
提
供
い
た
だ
き
た
い

と
申
し
入
れ
ま
し
た
。
米
国
関
税
交

渉
の
目
ま
ぐ
る
し
い
動
き
の
中
、
こ

う
し
た
情
報
は
正
確
か
つ
、
タ
イ
ム

リ
ー
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
で
は
日
本
語
に
翻

訳
の
上
、
会
員
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
て
情
報
の
提
供

を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
通
商
部
会
は
、
今
ま
で

の
活
動
実
績
の
発
展
と
、
国
際
情
勢

の
変
化
に
対
応
す
べ
く
、
①
「
米
国

関
税
、
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
は
じ
め
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
正
確
な
収
集

と
会
員
へ
の
提
供
」
②
「
国
際
連
携

の
強
化
」
③
「
各
社
の
課
題
の
吸
い

上
げ
と
業
界
課
題
の
ま
と
め
」
を
、

重
点
取
り
組
み
と
し
て
打
ち
出
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
の
活
動
目
標

重
点
取
り
組
み
３
点
を
提
唱

　
特
に
①
米
国
の
関
税
動
向
に
つ
い

て
は
、
各
国
・
地
域
の
部
工
会
と
の

連
携
は
継
続
し
な
が
ら
も
、
通
商
部

会
メ
ン
バ
ー
企
業
の
協
力
も
仰
ぎ
な

が
ら
、
情
報
収
集
と
会
員
企
業
へ
の

発
信
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
②

国
際
連
携
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
重

要
視
す
べ
き
国
、
地
域
と
し

て
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
メ

キ
シ
コ
、
さ
ら
に
東
南
ア
ジ

ア
と
の
連
携
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
国
々
の
部
工
会

と
連
携
し
な
が
ら
施
策
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
通
商
部
会
の
活
動
を
進
め

る
上
で
、
黒
沢
部
会
長
が
重

要
視
し
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
会
員
の
国
際
競
争

力
強
化
に
広
く
役
に
立
つ
こ

と
」
で
す
。
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
会

員
は
、
企
業
規
模
や
取
り
扱

い
製
品
が
各
社
各
様
で
あ
り
、

海
外
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

比
較
的
容
易
な
企
業
も
あ
れ

ば
困
難
な
企
業
も
あ
り
ま
す
。
通
商

部
会
で
は
、
各
国
部
工
会
と
の
さ
ら

な
る
連
携
強
化
や
、
収
集
し
た
情
報

の
精
査
・
分
析
を
行
う
こ
と
で
正
確
・

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
、
分
か
り
や
す

い
情
報
提
供
を
目
指
し
、
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

「第５回G7会合」。MEMA、CLEPA、APMA、INA、SINDIPECAS、JAPIAから13人参加

会員専用HP
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資本金
従業員
拠 点
代表者

75億2,700万円
約410人
国内１、海外５
代表取締役CEO
西和田 浩平

CO2排出量の見える化・
削減サービスで自動車産業の
ニーズに応える

ル
テ
ィ
ン
グ
体
制
を
持
ち
、
海
外
の
生
産

拠
点
に
も
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
で
き
る
こ
と
。

三
つ
目
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
削
減

や
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
売
買
、
専
門

人
材
の
提
供
と
い
っ
た
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
を
提
供
で
き
る
こ
と

だ
。
積
極
的
に
Ｍ
＆
Ａ
（
企
業
の
合
併
・

買
収
）
を
実
施
し
、サ
ー
ビ
ス
内
容
を
拡
充
。

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
は
な
く
自
社
で

手
掛
け
る
こ
と
で
、
全
て
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
お
客
さ
ま
に
高
い
付
加
価
値
を
提

供
で
き
る
」と
西
和
田
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
説
明
す
る
。

　
創
業
か
ら
６
年
弱
で
、
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
Ｅ

の
累
計
導
入
社
数
は
１
万
社
以
上
。
急
成

長
を
遂
げ
る
同
社
だ
が
、
早
期
の
時
価
総

額
１
兆
円
超
え
を
目
指
す
な
ど
、
さ
ら
な

る
成
長
を
見
据
え
る
。
足
元
で
は
ト
ラ
ン

プ
政
権
に
よ
り
、
米
国
の
脱
炭
素
化
が
後

退
す
る
懸
念
な
ど
も
あ
る
が
、「
こ
う
し

た
タ
イ
ミ
ン
グ
こ
そ
、
ア
メ
リ
カ
で
Ｍ
＆

Ａ
を
行
う
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
」（
同
）
と

前
向
き
だ
。

　
今
後
も
１
次
デ
ー
タ
の
収
集
強
化
や

デ
ー
タ
連
携
の
自
動
化
と
い
っ
た
機
能
拡

充
を
図
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
を
視
野
に
入
れ
る
。「
日
本
が
世

界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
自
動
車
業
界
に
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
技
術
で
し
っ
か
り
貢
献
し

て
い
き
た
い
」
と
西
和
田
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
語
る
。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
見
え
る
化
・
削
減

Ｍ
＆
Ａ
で
さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
す

　
ア
ス
エ
ネ
は
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
見
え

る
化
・
削
減
サ
ー
ビ
ス
「
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
」

な
ど
を
提
供
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

だ
。
三
井
物
産
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
の
新
事
業
を
手
掛
け
た
西
和
田
浩
平

氏
が
２
０
１
９
年
に
創
業
。
現
在
は
国
内

の
み
な
ら
ず
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、タ
イ
、フ
ィ

リ
ピ
ン
、
米
国
、
英
国
と
海
外
５
カ
国
に

拠
点
を
構
え
る
。

　
自
動
車
業
界
で
の
導
入
実
績
も
多
く
、

「
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
」
の
国
内
シ
ェ
ア
は
２

年
連
続
ト
ッ
プ
。
24
年
に
は
、
同
サ
ー
ビ

ス
を
手
掛
け
る
企
業
と
し
て
初
め
て
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ａ
に
入
会
し
た
。

　「
当
社
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
大
き
く
三

つ
の
強
み
が
あ
る
」
と
西
和
田
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は

話
す
。
一
つ
目
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

（
供
給
網
）
か
ら
の
排
出
量
の
１
次
デ
ー

タ
を
収
集
し
、
製
品
ご
と
に
積
み
上
げ
ら

れ
る
正
確
性
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
ス
コ
ー

プ
３
（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
排

出
）
の
計
算
ま
で
を
カ
バ
ー
し
、
多
く
の

仕
入
れ
先
と
取
引
す
る
大
企
業
の
需
要
に

も
応
え
ら
れ
る
。
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を

駆
使
し
た
誤
入
力
の
検
知
な
ど
、
精
度
を

高
め
る
技
術
も
導
入
し
て
い
る
。

　
二
つ
目
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
コ
ン
サ

アスエネ

会員企業ファイル�

本社
東京都港区虎ノ門1-10-5
KDX虎ノ門一丁目ビル
WeWork ４階

我が社
の逸品

排出権取引の「Carbon EX」

脱炭素支援のサービスを手掛ける

国内シェアナンバーワンの「ASUENE」
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資本金

従業員
代表者

１億円（2021年5月
現在）
約60人
代表取締役 加藤 敦

電子部品の信頼性評価や
材料分析などを通じて
メーカーをサポート

バ
ー
す
る
。
足
元
で
は
、
大
き
な
自
動
車

部
品
に
も
対
応
す
る
試
験
設
備
の
導
入
や

環
境
試
験
機
の
更
新
な
ど
、
設
備
投
資
を

活
発
化
さ
せ
て
需
要
伸
長
に
応
え
る
。

　
ソ
フ
ト
面
で
も
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発

プ
ロ
セ
ス
の
構
築
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

監
査
な
ど
、
実
績
は
豊
富
。
モ
ノ
づ
く
り

企
業
に
と
っ
て
知
見
が
手
薄
だ
っ
た
業
務

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
の
活
用
な
ど
も
視
野
に
、
提
供
可
能

な
情
報
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
図
る
。

　
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
室
の
石
橋
康
佑
室
長
は
、「
モ

ノ
の
評
価
な
ど
ハ
ー
ド
的
な
原
因
究
明
は

も
ち
ろ
ん
、
人
が
介
在
す
る
定
性
的
要
因

の
分
析
も
組
み
合
わ
せ
、
製
造
現
場
の
困

り
ご
と
を
解
決
し
て
い
る
。
工
程
の
上
流

か
ら
下
流
ま
で
を
カ
バ
ー
で
き
る
の
は
、

当
社
な
ら
で
は
」
と
話
す
。
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ

入
会
か
ら
間
も
な
い
中
で
も
「
会
員
各
社

と
の
交
流
を
通
じ
て
、
自
動
車
特
有
の
安

全
ポ
リ
シ
ー
な
ど
の
知
見
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
。
今
後
は
分
析
の
現
場
を

見
学
で
き
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
発
信

手
法
を
模
索
し
て
当
社
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

富
士
通
の
分
析
部
門
か
ら
独
立
し
て
設
立

21
年
に
ユ
ー
ロ
フ
ィ
ン
グ
ル
ー
プ
入
り

　
２
０
２
１
年
、
環
境
分
析
な
ど
を
手
掛

け
る
欧
州
・
ユ
ー
ロ
フ
ィ
ン
グ
ル
ー
プ
の

傘
下
と
な
っ
た
ユ
ー
ロ
フ
ィ
ン
Ｆ
Ｑ
Ｌ
。

前
身
は
、
富
士
通
の
分
析
部
門
か
ら

１
９
９
４
年
に
独
立
し
た
富
士
通
ク
オ
リ

テ
ィ
・
ラ
ボ
だ
。
総
合
電
機
メ
ー
カ
ー
系

だ
っ
た
経
緯
か
ら
、
電
子
部
品
の
ハ
ー
ド

評
価
・
分
析
お
よ
び
ソ
フ
ト
開
発
プ
ロ
セ

ス
の
構
築
支
援
を
主
と
し
て
き
た
が
、

ユ
ー
ロ
フ
ィ
ン
グ
ル
ー
プ
入
り
を
経
て
、

合
成
樹
脂
な
ど
の
材
料
分
析
に
ま
で
得
意

領
域
を
広
げ
て
い
る
。
電
動
化
や
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
・
デ
フ
ァ
イ
ン
ド
・
ビ
ー
ク
ル
（
Ｓ

Ｄ
Ｖ
）
の
普
及
、
化
学
物
質
規
制
な
ど
の

ト
レ
ン
ド
に
親
和
性
を
見
出
し
、
自
動
車

分
野
を
新
た
な
成
長
領
域
と
位
置
付
け
る
。

　
強
み
と
す
る
の
が
、長
年
培
っ
た
計
測
・

分
析
技
術
（
ハ
ー
ド
面
）
と
、
デ
ー
タ
を

基
に
工
程
全
体
の
〝
カ
イ
ゼ
ン
〟
を
支
援

す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
ソ
フ
ト
面
）

の
両
輪
で
モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
を
支
え
る

体
制
だ
。

　
ハ
ー
ド
面
で
は
、
セ
ン
サ
ー
な
ど
の
故

障
解
析
や
品
質
保
証
、
金
属
に
代
わ
る
樹

脂
部
品
の
物
性
評
価
、
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
な
ど
化
学
物
質
規
制
へ

の
適
合
管
理
と
い
っ
た
幅
広
い
領
域
を
カ

本社
川崎市幸区新小倉1-1

我が社
の逸品

バッテリー評価設備「アドバンストセーフティーテスター」

同社がある富士通デベロップメント
センター

長年培った計測・分析技術と、データを基に工程全体
の“カイゼン”を支援するコンサルティングが強み

ユーロフィンFQL

会員企業ファイル�
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拠 点

代表者

国内３、海外２
（日本語学校）
畦津 良介

外国人技能者の受け入れ
と派遣を通じて人と企業
の架け橋を目指す

と
業
務
効
率
化
を
実
現
し
て
い
る
。
同
時

に
「
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
人
材
か
」「
来

日
前
に
必
要
な
語
学
力
や
業
務
の
ス
キ
ル

を
身
に
着
け
て
い
る
か
」
と
い
っ
た
、
顧

客
が
気
に
掛
け
る
点
を
可
視
化
す
る
こ
と

で
安
心
感
を
高
め
て
い
る
。
顧
客
か
ら
は

「
こ
こ
ま
で
対
応
し
て
く
れ
る
の
は
珍
し

い
」
と
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　
ま
た
、
日
本
国
内
で
は
通
訳
対
応
や
文

化
・
言
語
の
壁
を
越
え
る
サ
ポ
ー
ト
体
制

も
充
実
し
て
お
り
、
外
国
人
材
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
起
こ
る
小
さ
な
ズ

レ
を
放
置
せ
ず
、
問
題
が
大
き
く
な
る
前

に
、
初
期
段
階
で
解
決
す
る
こ
と
を
徹
底

し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
外
国
人
同
士
の

交
流
機
会
の
創
出
に
も
気
を
配
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
ら
の
対
応
は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然

防
止
や
現
場
の
安
定
化
に
も
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
。「
ど
こ
に
頼
ん
で
も
同
じ
で

は
意
味
が
な
い
。
教
育
か
ら
共
に
取
り
組

む
体
制
を
」
を
座
右
の
銘
に
、
単
な
る
管

理
で
は
な
く
、
企
業
と
人
材
が
一
緒
に
育

つ
仕
組
み
づ
く
り
を
同
社
は
こ
れ
か
ら
も

追
求
し
続
け
る
。

人
材
派
遣
会
社
と
し
て
創
業

13
年
に
は
鉄
工
所
を
設
立

　
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
（
ア
ク
ア
）
は
、
２
０
１
０

年
に
人
材
派
遣
会
社
と
し
て
創
業
し
、
以

来
「
人
と
企
業
の
架
け
橋
」
と
な
る
べ
く
、

信
頼
と
実
績
を
重
ね
て
き
た
。

　
13
年
に
は
鉄
工
所
を
設
立
し
、
自
動
車

業
界
向
け
の
流
通
台
車
や
塗
装
治
具
な
ど

の
設
計
・
製
作
に
取
り
組
み
、
製
造
業
の

現
場
に
も
深
く
根
ざ
し
た
モ
ノ
づ
く
り
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
18
年
に
は
ベ
ト
ナ
ム
に
、
23
年
に
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
日
本
語
学
校
を
設
立
し
た
。

海
外
で
の
人
材
教
育
か
ら
日
本
で
の
受
け

入
れ
支
援
ま
で
を
一
貫
し
て
行
え
る
体
制

を
整
え
て
い
る
。
特
定
技
能
生
制
度
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
定
さ
れ
た
直
後
の
19
年

に
は
、
全
国
で
90
番
目
と
な
る
登
録
支
援

機
関
の
許
可
を
取
得
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
管
理
団
体
の
Ｍ
＆
Ａ
も
行
い
、

外
国
人
技
能
実
習
生
・
特
定
技
能
者
の
受

け
入
れ
と
支
援
に
お
い
て
も
、
業
界
内
で

高
い
信
頼
を
得
て
い
る
。

　
同
社
の
強
み
は
、「
入
り
口
か
ら
出
口

ま
で
」
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
で
、
人
材

の
採
用
・
教
育
か
ら
受
け
入
れ
、
就
業
後

の
フ
ォ
ロ
ー
、
さ
ら
に
は
現
場
で
の
定
着

支
援
ま
で
、
す
べ
て
を
一
括
で
管
理
す
る

こ
と
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

本社
北九州市若松区南二島3-4-2

我が社
の逸品

同社がインドネシアに設立した日本語学校の生徒たち

スポイラー塗装治具

二島工場
（アクア）

会員企業ファイル�
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日
産
自
動
車
は
５
月
13
日
、
車
両

生
産
17
拠
点
の
う
ち
、
７
工
場
を

２
０
２
７
年
度
ま
で
に
閉
鎖
・
統
合
し

て
10
工
場
に
し
、
人
員
も
２
万
人
削
減

す
る
経
営
再
建
計
画
「
Ｒ
ｅ
：
Ｎ
ｉ
ｓ

ｓ
ａ
ｎ
」
を
発
表
し
た
。
パ
ワ
ー
ト
レ

イ
ン
工
場
に
つ
い
て
も
見
直
し
、
設
備

投
資
を
削
減
、
配
置
転
換
や
生
産
シ
フ

ト
を
調
整
し
て
固
定
費
を
削
減
す
る
。

　
日
産
は
グ
ロ
ー
バ
ル
の
生
産
能
力
が

約
５
０
０
万
台
あ
る
が
、
24
年
度
の
販

売
台
数
は
３
３
５
万
台
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
工
場
の
稼
働
率
は
低
迷
し
て
い

る
。
25
年
３
月
期
に
減
損
損
失
を
計
上
、

最
終
損
益
は
６
７
０
９
億
円
の
赤
字
と

な
っ
た
。
今
後
も
販
売
の
急
激
な
回
復

が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
経
営
体
制

を
抜
本
的
に
見
直
す
。

　
車
両
生
産
工
場
を
27
年
度
ま
で
に
17

NEWS
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日
産
、国
内
外
で

７
工
場
閉
鎖
、２
万
人
削
減

度
末
ま
で
に
固
定
費
を
24
年
度
実
績
と

比
べ
て
２
５
０
０
億
円
削
減
す
る
。
変

動
費
に
つ
い
て
も
先
行
開
発
や
26
年
度

以
降
の
商
品
開
発
を
一
時
的
に
停
止
し
、

従
業
員
３
千
人
が
コ
ス
ト
削
減
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
で
２
５
０
０
億
円
を
削

減
す
る
。

　
部
品
調
達
に
つ
い
て
も
見
直
す
。
競

争
力
の
あ
る
部
品
メ
ー
カ
ー
の
生
産
量

を
集
中
す
る
な
ど
、
発
注
先
を
絞
り
込

み
、
コ
ス
ト
低
減
を
図
る
。
中
国
の
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
る
。

日
産
は
経
営
再
建
計
画
を
推
進
し
て
、

26
年
度
ま
で
に
自
動
車
事
業
の
営
業
利

益
と
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
黒

字
化
す
る
計
画
だ
。

　
イ
ヴ
ァ
ン
・
エ
ス
ピ
ノ
ー
サ
社
長
は

「
業
績
回
復
は
急
務
で
あ
り
、
よ
り
早

く
取
り
組
み
、
赤
字
か
ら
脱
却
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。（
経
営
再
建
計
画
に

は
）
日
産
の
再
生
に
必
要
な
も
の
が
そ

ろ
っ
て
お
り
、
今
日
か
ら
日
産
の
未
来

を
切
り
開
い
て
い
く
」
と
語
っ
た
。

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
、
２
０
３
５
年
に

高
級
ブ
ラ
ン
ド
「
レ
ク
サ
ス
」
を
Ｅ
Ｖ

NEWS
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レ
ク
サ
ス
ブ
ラ
ン
ド

全
車
Ｅ
Ｖ
撤
回
へ

専
用
ブ
ラ
ン
ド
に
す
る
方
針
の
撤
回
を

検
討
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
30

年
に
は
欧
州
、
北
米
、
中
国
で
販
売
全

車
を
Ｅ
Ｖ
と
す
る
中
間
目
標
を
持
つ
が
、

実
需
や
現
地
の
政
策
な
ど
を
踏
ま
え
、

達
成
が
困
難
と
判
断
し
た
。
中
国
で
は

単
独
資
本
で
レ
ク
サ
ス
の
Ｅ
Ｖ
生
産
に

乗
り
出
す
。
ト
ヨ
タ
ブ
ラ
ン
ド
も
含
め
、

Ｅ
Ｖ
事
業
は
先
進
国
と
中
国
を
分
け
た

〝
二
正
面
作
戦
〟
を
採
る
形
で
、
Ｅ
Ｖ

の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
を
修
正
す
る
。

　
ト
ヨ
タ
は
21
年
に
Ｅ
Ｖ
戦
略
を
発
表

し
、
30
年
に
Ｅ
Ｖ
の
世
界
販
売
を

３
５
０
万
台
と
す
る
見
通
し
を
掲
げ
た
。

こ
の
う
ち
、
レ
ク
サ
ス
の
Ｅ
Ｖ
販
売
は

30
年
に
１
０
０
万
台
と
し
、
35
年
に
は

レ
ク
サ
ス
全
車
を
Ｅ
Ｖ
化
す
る
方
針

だ
っ
た
。
複
数
保
有
が
一
般
的
な
富
裕

層
向
け
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ブ
ラ
ン
ド
は
、

量
産
車
よ
り
Ｅ
Ｖ
化
が
早
く
進
む
と
見

NEWS  TOP 5 3〜5.2025

「日刊自動車新聞」に掲載された
自動車業界ニュース（2025年３月
～５月）の中から、 注目記事をピッ
クアップ。明日のクルマ社会のヒン
トはココにある！

 掲載記事の詳細は
　　 「日刊自動車新聞電子版

（https://www.netdenjd.com/）」
（月額3,500円）でご覧いただけます。
【購読の申し込み、お問い合わせ】
TEL:03-5777-2318
Eメール:hanbai@njd.jp

か
ら
10
工
場
へ
と
減
ら
し
、
中
国
を
除

く
生
産
能
力
３
５
０
万
台
を
２
５
０
万

台
に
ま
で
引
き
下
げ
る
。
余
力
と
し
て

50
万
台
、
ル
ノ
ー
な
ど
の
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
で
40
万
台
の
生
産
能
力
は
確
保
す
る
。

タ
イ
工
場
の
一
部
閉
鎖
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
、
イ
ン
ド
以
外
は
具
体
的
に
閉
鎖
す

る
工
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
日

本
国
内
の
工
場
を
含
め
て
閉
鎖
を
検
討

す
る
。

　
日
本
で
は
、
車
両
組
立
工
場
と
し
て
、

栃
木
工
場
、
追
浜
工
場
、
九
州
（
日
産

お
よ
び
日
産
車
体
）、湘
南（
日
産
車
体
）

が
あ
る
。
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン
工
場
で
は
、

い
わ
き
工
場
や
横
浜
工
場
な
ど
を
稼
働

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
閉
鎖
・
統
合
の

候
補
と
な
る
。

　
人
員
は
９
千
人
を
削
減
す
る
計
画

だ
っ
た
が
、
24
～
27
年
度
ま
で
に

１
万
１
千
人
上
乗
せ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル

で
合
計
２
万
人
を
削
減
す
る
。
内
訳
は

生
産
部
門
が
65
％
、
セ
ー
ル
ス
部
門
が

18
％
、
研
究
開
発
部
門
が
17
％
と
す
る
。

工
場
閉
鎖
や
人
員
削
減
に
よ
り
、
26
年 イヴァン・エスピノーサ社長

23年のジャパンモビリティショーに
出品した「LF-ZC」
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て
い
た
た
め
だ
。

　
た
だ
、
ト
ヨ
タ
全
体
の
目
標
と
し
て

掲
げ
た
「
26
年
に
Ｅ
Ｖ
１
５
０
万
台
」

は
、
足
元
の
Ｅ
Ｖ
失
速
を
踏
ま
え
て
、

仕
入
先
に
示
す
「
基
準
台
数
」
を

１
０
０
万
台
、
80
万
台
と
２
度
に
わ
た

り
引
き
下
げ
た
。
ト
ヨ
タ
が
示
す
基
準

台
数
は
販
売
目
標
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
実
需
に
沿
っ
て
仕
入
先
に
示
す
目
安

だ
が
、
需
要
を
見
極
め
て
柔
軟
に
見
直

し
た
格
好
だ
。
一
方
で
比
亜
迪
（
Ｂ
Ｙ

Ｄ
）
な
ど
中
国
メ
ー
カ
ー
が
攻
勢
を
強

め
る
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
は

積
極
的
に
生
産
を
増
や
し
、
電
動
車
シ

フ
ト
を
進
め
る
。

　
三
菱
自
動
車
は
５
月
７
日
、鴻
海
（
ホ

NEWS
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三
菱
自
、鴻
海
と
Ｅ
Ｖ
の

Ｏ
Ｅ
Ｍ
供
給
を
締
結

ン
ハ
イ
）
精
密
工
業
の
傘
下
で
Ｅ
Ｖ
の

開
発
を
手
掛
け
る
鴻
海
先
進
科
技

（
フ
ォ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ン
）
と
、
Ｅ
Ｖ
の

Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
相
手
先
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
生

産
）
供
給
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
た

と
発
表
し
た
。
三
菱
自
は
フ
ォ
ッ
ク
ス

ト
ロ
ン
が
開
発
し
た
Ｅ
Ｖ
を
26
年
後
半

に
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
発
売
す
る
予
定
。

詳
細
は
今
後
協
議
を
進
め
る
。

　
三
菱
自
は
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ン
か

ら
Ｅ
Ｖ
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
で
、
豪

州
で
厳
格
化
が
進
む
環
境
規
制
な
ど
に

対
応
し
て
い
く
考
え
。
生
産
は
、
鴻
海

と
と
も
に
フ
ォ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ン
を
設
立

し
た
台
湾
・
裕
隆
汽
車
製
造
（
ユ
ー
ロ

ン
・
モ
ー
タ
ー
）
が
担
う
。
投
入
車
種

は
Ｓ
Ｕ
Ｖ
タ
イ
プ
の
「
モ
デ
ル
Ｂ
」
と

み
ら
れ
る
。

　
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
は
、
２
０
２
８
年
度

を
め
ど
に
ダ
イ
ハ
ツ
開
発
車
（
ト
ヨ
タ

ブ
ラ
ン
ド
を
含
む
）
の
世
界
生
産
で

２
２
０
万
台
を
目
指
す
。
25
年
度
計
画

と
比
べ
１
割
増
え
る
計
算
。
高
い
シ
ェ

ア
を
持
つ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ

ア
な
ど
で
増
産
す
る
。
新
た
に
中
南
米

NEWS
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ダ
イ
ハ
ツ
、28
年
度
に

世
界
生
産
22
万
台
へ

に
あ
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
工
場
で
も
生

産
を
始
め
る
見
通
し
。
国
内
生
産
は
今

の
80
万
台
規
模
を
維
持
す
る
考
え
。
認

証
不
正
問
題
に
一
定
の
区
切
り
が
付
い

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
社
が
得
意
と
す

る
小
型
車
の
需
要
が
見
込
め
る
新
興
国

市
場
を
積
極
的
に
開
拓
し
、
成
長
路
線

へ
と
回
帰
す
る
。

　
28
年
度
ま
で
に
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
中

南
米
に
あ
る
ト
ヨ
タ
の
工
場
で
新
た
に

ダ
イ
ハ
ツ
開
発
車
の
生
産
を
始
め
る
見

通
し
。
タ
イ
と
同
様
に
ト
ヨ
タ
の
現
地

工
場
で
ダ
イ
ハ
ツ
開
発
車
を
生
産
し
、

ト
ヨ
タ
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
す
る
ほ
か
、

ダ
イ
ハ
ツ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
持
つ
カ

かわら版 NEWS  TOP 5
「日刊自動車新聞」に掲載された
自動車業界ニュース（2025年３月
～５月）の中から、 注目記事をピッ
クアップ。明日のクルマ社会のヒン
トはココにある！

ダイハツインドネシア工場

ラ
ワ
ン
工
場
（
西
ジ
ャ
ワ
州
）
か
ら
も

輸
出
す
る
見
通
し
だ
。
国
内
生
産
は
、

将
来
的
な
人
口
減
少
を
踏
ま
え
、
25
年

以
降
も
現
状
の
80
万
台
規
模
を
維
持
す

る
。
６
月
に
発
売
し
た
新
型「
ム
ー
ヴ
」

で
は
、
26
年
春
に
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

を
追
加
す
る
。

　
日
産
自
動
車
は
３
月
11
日
、
４
月
１

日
か
ら
の
新
体
制
を
発
表
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
見
を
開
い
た
。
内
田
誠
社
長
兼

最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は
３
月

31
日
付
で
退
任
し
、
後
任
に
チ
ー
フ
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
オ
フ
ィ
サ
ー
を
務
め

る
イ
ヴ
ァ
ン
・
エ
ス
ピ
ノ
ー
サ
氏
が
就

い
た
。
足
元
で
は
米
国
事
業
の
低
迷
な

ど
で
２
０
２
５
年
３
月
期
の
業
績
は

８
０
０
億
円
の
最
終
赤
字
と
な
る
見
通

し
。

　
エ
ス
ピ
ノ
ー
サ
氏
は
「
日
産
（
の
実

力
）
は
『
こ
ん
な
も
の
で
は
な
い
』
と

心
か
ら
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
多
く
の

先
輩
方
の
努
力
を
土
台
と
し
、
世
界
中

の
才
能
あ
ふ
れ
る
社
内
チ
ー
ム
と
緊
密

に
協
力
し
て
、
安
定
性
と
成
長
を
取
り

戻
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

NEWS
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日
産
、

社
長
交
代
で
会
見
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自 動 車 と は 何 か
～学生短信～

東北大学フォーミュラチーム
（TUFT）

「第23回学生フォーミュラ日本大会2025」に
向け、東北大学フォーミュラチームTUFTでは、
「速く走る」ことを重視。EVで参戦し、“速く”
にこだわっている。2025年度のプロジェク
ト目標は「総合得点525点」。ホップ・ステッ
プ・ジャンプで挑んでいる。優勝が容易でない
ことは承知の上で、各チームと競えるところま
で来た。東日本大震災、新型コロナウイルスの
感染拡大という大きな災害を乗り越え「今年度
はチャンスを狙い、つかむ」と意気込んでいる。
チームリーダーの門間大翔（もんま・やまと）
さんに聞いた。

Ｑ
　
チ
ー
ム
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。
Ｅ
Ｖ
を
選
ん
だ
理
由
は

門
間
　
部
の
設
立
は
２
０
１
１
年
。

東
日
本
大
震
災
の
年
で
、
一
度
立
ち

消
え
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
同

年
末
に
「
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
選
手

権
大
会
」
優
勝
チ
ー
ム
の
代
表
者
と

テ
ク
ニ
カ
ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
迎
え

入
れ
、
活
動
が
再
開
し
ま
し
た
。
13

年
度
の
第
11
回
大
会
に
Ｅ
Ｖ
部
門
で

初
出
場
。
以
来
、
大
会
中
止
を
は
さ

み
、
毎
回
、
出
場
中
で
す
。
Ｅ
Ｖ
は

前
例
が
少
な
く
、
難
し
い
か
ら
あ
え

て
選
び
ま
し
た
。
も
う
一
つ
、
コ
ロ

ナ
禍
で
部
員
が
５
人
ま
で
減
り
、
大

会
出
場
が
難
し
く
な
っ
た
時
期
も
あ

り
ま
し
た
。
何
だ
か
ん
だ
と
苦
労
し

て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
年
に
創
部

難
し
い
Ｅ
Ｖ
に
あ
え
て
挑
戦

EV は分からないことも多く、
他チームとの情報交換が重要。
さまざまな考え方や
アイデアを学び、広い視野を
持つエンジニアを目指したい

第11回

24年大会に出場したTUFTのマシンと部員

25年大会に向けて
コックピットを大改造

TUFT
X

TUFT
ホームぺージ

TUFT
インスタグラム
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Ｑ
　
二
つ
の
大
き
な
障
害
を
乗
り
越

え
た

門
間
　
創
設
時
の
チ
ー
ム
は
、
ガ
チ

ガ
チ
の
組
織
だ
っ
た
ら
し
い
で
す
。

そ
れ
も
Ｅ
Ｖ
で
す
か
ら
ツ
ワ
モ
ノ
た

ち
。
成
績
は
15
年
度
３
位
、
16
年
度

３
位
、
17
年
度
３
位
。
こ
れ
が
コ
ロ

ナ
禍
で
変
わ
り
ま
し
た
。
部
員
減
で

存
亡
の
危
機
に
。
大
学
の
先
生
や

チ
ー
ム
の
Ｏ
Ｂ
、Ｏ
Ｇ
、ス
ポ
ン
サ
ー

の
方
々
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
新
た

な
チ
ー
ム
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

今
の
チ
ー
ム
は
ク
ル
マ
好
き
、
モ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
好
き
が
集
ま
り
、
自

由
な
雰
囲
気
で
風
通
し
も
良
い
で
す
。

Ｑ
　
活
動
中
断
は
、
大
き
な
停
滞
に

な
り
ま
せ
ん
か

門
間
　
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
失
わ
れ

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

方
に
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先

輩
の
苦
労
を
知
り
、
改
め
て
Ｅ
Ｖ
の

難
し
さ
と
共
に
、
魅
力
に
も
引
き
込

ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
一
歩
一
歩

進
め
、
23
年
度
の
マ
シ
ン
完
成
、
24

年
度
の
初
完
走
に
至
り
ま
し
た
。

Ｑ
　
東
北
大
学
で
チ
ー
ム
の
所
属
と

位
置
付
け
は

門
間
　
東
北
大
学
学
友
会
体
育
部
準

加
盟
団
体
の
一
つ
で
、
機
械
系
も
の

づ
く
り
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
ま

す
。
目
的
は
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
日

本
大
会
出
場
に
向
け
た
Ｅ
Ｖ
マ
シ
ン

の
設
計
・
製
作
。
加
え
て
チ
ー
ム
運

営
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
現
在
、
部

員
は
工
学
部
の
学
生
20
人
で
構
成
さ

れ
、
活
動
を
通
し
て
「
工
学
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し
て
の
成
長
」（
チ
ー
ム
コ

ン
セ
プ
ト
）
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

技
術
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
広
報
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
会
計
、
ス

ポ
ン
サ
ー
訪
問
も
行
い
ま
す
。

Ｑ
　
今
年
度
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ

ン
車
（
Ｉ
Ｃ
Ｖ
）、
Ｅ
Ｖ
は
、
別
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
表
彰
制
度
に
な
り
ま
す

門
間
　
Ｉ
Ｃ
Ｖ
と
Ｅ
Ｖ
で
は
基
本
的

に
構
造
が
違
い
ま
す
。
同
じ
土
俵
で

の
評
価
は
難
し
い
。
た
だ
、
別
カ
テ

ゴ
リ
ー
と
は
い
え
、
タ
イ
ム
は
分
か

り
ま
す
。
こ
の
比
較
で
単
純
な
速
さ

は
見
え
て
き
ま
す
。

Ｑ
　「
速
く
走
る
」
た
め
に
、
前
回

と
の
違
い
は

門
間
　
こ
れ
ま
で
速
く
走
れ
て
い
ま

せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
速
く
な
る
の
か

を
考
え
、
改
善
し
て
い
ま
す
。
大
き

な
改
善
点
は
バ
ッ
テ
リ
ー
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
新
規
開
発
と
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
周

辺
の
大
改
造
で
す
。
バ
ッ
テ
リ
ー
の

電
圧
と
容
量
を
増
や
し
、
よ
り
長
く
、

高
出
力
で
走
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
周
辺
は
ド
ラ
イ

バ
ー
の
意
見
を
採
り
入
れ
、
操
作
性

の
観
点
か
ら
大
幅
に
改
造
。
旋
回
性

ア
ッ
プ
、
軽
量
化
、
ド
ラ
イ
バ
ビ
リ

テ
ィ
ー
向
上
な
ど
で
「
勝
負
で
き
る

マ
シ
ン
」
に
仕
上
が
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

Ｑ
　
他
チ
ー
ム
と
の
交
流
が
活
発
と

聞
き
ま
し
た

門
間
　
他
校
と
の
仲
は
良
い
で
す
。

情
報
交
換
し
、
勉
強
会
も
一
緒
に
参

加
し
ま
す
。
大
会
は
競
う
場
で
あ
り
、

交
流
の
場
で
す
。
Ｅ
Ｖ
は
本
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と

も
多
く
、
体
験
談
は
重
要
で
す
。

Ｑ
　
東
北
大
学
ら
し
さ
は

門
間
　
東
北
大
学
の
理
念
で
あ
る

「
実
学
尊
重
」
と
し
て
大
会
に
挑
み
、

上
位
入
賞
を
狙
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
考
え
方
や
ア
イ
デ
ア
を
学
び
、
よ

り
広
い
視
野
を
持
つ
エ
ン
ジ
ニ
ア
で

あ
り
た
い
で
す
。

Student Brief

24年大会でエンデュランス完走
（写真：自動車技術会）

チームリーダーの門間大翔さん
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冷間・温間・熱間圧造と機械加工の複合技術を生かした、自動車用
部品など輸送用機器を製造する一志の創業は1932年。今年で93
周年になりますが、約40年前に大阪から京都へ移転しました。亀
岡市への貢献を目指して20年前に取り組み始めた農業事業も大き
く成長し、伏見とうがらしなど、低農薬による京野菜の生産にも注
力しています。生産量の拡大と共に、地元出身の正社員雇用や繁忙
期の地元パートスタッフの採用にもつながっています。耕作面積も
拡大しており、将来的には20ヘクタールに農場を拡大していく考
えで、安全・安心・新鮮な農作物を作り、お客さま満足度を上げな
がら販売先の拡大に努めることで、売上高1億円を目指しています。

　
農
業
事
業
は
２
０
０
５
年
に
ス

タ
ー
ト
し
、
今
年
で
20
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
弊
社
が
大
阪
か
ら
京
都
府

亀
岡
市
に
移
転
し
て
40
年
余
り
と
な

り
ま
す
が
、
本
社
の
所
在
す
る
西
別

院
地
区
や
農
場
の
所
在
す
る
曽
我
部

地
区
は
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

地
域
の
雇
用
創
出
や
活
性
化
、
亀
岡

市
全
体
の
発
展
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
、

農
業
事
業
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。
働
く
社
員
が
災
害
時

の
食
料
に
困
ら
ぬ
よ
う
、
平
時
に
は

お
い
し
い
お
米
と
新
鮮
な
野
菜
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
の
思
い
も

あ
り
ま
す
。

　
08
年
に
法
人
化
し
、
農
地
所
有
適

格
法
人
「
一
志
ア
グ
リ
シ
ス
テ
ム
合

同
会
社
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
当
初

は
亀
岡
市
曽
我
部
町
犬
飼
と
法
貴
地

区
の
遊
休
農
地
０
・６
９
㌶
を
借
り
て
、

農
作
物
の
生
産
を
始
め
ま
し
た
。
そ

の
後
、
地
域
の
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら

農
地
提
供
の
申
し
出
を
い
た
だ
き
、

現
在
の
耕
作
面
積
は
約
3.3
㌶
と
当
初

現在の耕作面積は約3.3ヘクタールと当初の4倍以上へ拡大

一志の農業事業
報告 ● 一志株式会社 常務取締役 戦略企画本部本部長　安川 嘉彦

本
社
地
域
の
雇
用
創
出
や

街
の
活
性
化
を
目
指
し
て

一志株式会社
代表取締役社長：常次 正弘
本社：京都府亀岡市
西別院町柚原小原ヶ谷11-1
事業所数：国内１

社
会
の
た
め
に
、地
域
の
た
め
に

～
我
が
社
の
地
域
貢
献
～

第 ３ 回
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の
４
倍
以
上
と
な
り
、
生
産
量
も
大

幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
地
元
出
身
の

正
社
員
採
用
や
繁
忙
期
の
地
元
パ
ー

ト
さ
ん
の
採
用
を
行
い
、
雇
用
に
も

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
よ
り
良
い
農
産
物
を
生
産
す
る
た

め
、
産
官
学
連
携
と
し
て
京
都
府
と

京
都
先
端
科
学
大
学
、
京
都
大
学
と

協
力
関
係
を
構
築
し
、
食
の
安
全
を

目
指
し
た
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
弊
社
で
は
低
農
薬
栽
培
に
注

力
し
て
お
り
、
安
心
・
安
全
な
農
作

物
の
提
供
を
心
掛
け
、
人
工
肥
料
お

よ
び
農
薬
は
極
力
使
用
せ
ず
、
基
本

は
有
機
肥
料
を
使
用
し
て
野
菜
本
来

の
味
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
取
引
先
は
、
京
都
府
南
部
総

合
卸
売
市
場
や
農
協
（
Ｊ
Ａ
）、
亀

岡
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
、
漬
物
生

産
者
や
大
阪
市
内
の
弁
当
業
者
、
長

岡
京
市
内
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
、
年
間

を
通
し
て
質
の
良
い
野
菜
と
米
の
生

産
・
提
供
を
行
う
た
め
の
生
産
体
制

づ
く
り
と
幅
広
い
販
路
の
確
保
に
尽

力
し
て
お
り
、
販
売
先
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
仕
入
れ
部
門
で
は
、
京
都
府
南
部

総
合
卸
売
市
場
な
ど
多
く
の
仕
入
先

と
契
約
を
結
び
、
弊
社
が
栽
培
し
て

い
な
い
作
物
も
、
全
国
各
地
の
新
鮮

な
農
作
物
を
お
届
け
で
き
る
体
制
を

確
立
し
て
い
ま
す
。

　
農
場
の
あ
る
曽
我
部
町
は
昼
夜
の

寒
暖
差
が
大
き
く
、
亀
岡
市
内
で
も

米
や
野
菜
作
り
に
適
し
た
地
域
で
す
。

今
後
は
農
場
を
現
在
の
６
倍
と
な
る

20
㌶
へ
の
拡
大
を
目
指

し
、
地
域
の
方
々
の
さ

ら
な
る
雇
用
拡
大
に
尽

力
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
農
業
を
主
と
し
て
従

事
し
た
基
幹
的
農
業
従

今
後
は
農
場
面
積
を
拡
大

ス
マ
ー
ト
農
業
に
も
取
り
組
む

事
者
数
が
15
年
の
１
７
６
万
人
か
ら

23
年
に
は
１
１
６
万
人
に
減
少
す
る

な
ど
担
い
手
不
足
の
中
で
、
人
員
の

充
実
と
共
に
ス
マ
ー
ト
農
業
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
先
端
技

術
を
利
用
し
、
人
手
が
足
り
な
い
部

分
は
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
機
械
で
補
う

こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
農
作
業
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ど
の

作
業
も
多
く
の
人
手
が
必
要
で
す
。

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
操
作
も
熟
練
が

必
要
で
、
若
手
人
材
が
技
術
を
習
得

す
る
ま
で
相
当
な
時
間
を
必
要
と
し

ま
す
。
作
業
を
効
率
化
し
、
作
業
量

そ
の
も
の
を
減
ら
す
こ
と
で
、
働
き

や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
農
作
物
栽
培
に
携
わ
る
経
営
体
は
、

法
人
個
人
合
わ
せ
て
全
国
で
92
万
経

営
体
、
京
都
で
は
１
万
４
千
経
営
体

と
な
っ
て
い
ま
す
（
23
年
）。
事
業

体
な
の
で
競
合
は
あ
り
ま
す
が
、
連

携
農
家
か
ら
の
仕
入
れ
販
売
を
行
っ

て
お
り
、
こ
の
連
携
の
輪
を
さ
ら
に

大
き
く
し
て
、
生
産
者
が
「
競
合
」

す
る
だ
け
で
な
く
、「
共
存
共
栄
」

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、（
も
み
の
入
荷
か

ら
米
と
し
て
出
荷
す
る
）
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
多
く
の
方
々
に

活
用
い
た
だ
く
こ
と
で
地
域
貢
献
を

目
指
す
考
え
で
す
。
ま
た
、
農
作
物

を
加
工
し
て
商
品
化
す
る
農
商
工
連

携
に
よ
る
六
次
産
業
生
産
品
作
り
の

取
り
組
み
に
加
え
、
観
光
農
園
化
も

こ
れ
か
ら
の
検
討
課
題
と
し
て
地
域

活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。
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